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   §　プロローグ 
 
    これは、普通の高校生の俺が、一発逆転ホームランとも言える成功を収める物語なのだ。もしあなたが、高校生の時に見た目がエロくて、美人で料理が上手で少しヤキモチ焼きの年上のお姉さんと知り合ったら何をしたいだろうか？　俺は何をしたいんだろう……？ 
 
    ちょっとしたきっかけで出会った加賀見かがみ恭子きょうこさん。色々な問題を抱えて前にも後ろにも進めなくなっていた俺は箱に閉じ込められたあの実験の猫のような、生きてるのか死んでるのか不安定な存在だった。そんな俺を恭子さんは救ってくれた。彼女の愛情と、美味しい料理と、エロさと、溢れる様な品のないジョークで。 
 
    それが面白くないらしい藤倉ふじくら花音かのんは、同じクラスのクールビューティ。成績学年一位常連の天才。向こうから告白してきて、半年間だけ付き合った俺の元カノだ。ただ、彼女は頭が良すぎてその言動が俺には理解できないでいた。付き合うことにしたのだって、恐らく彼女の作戦で俺は断ることができない様になっていた。付き合ってほしいと言われたので、付き合い始めたところはあったのだけど、今度は彼女から別れを告げられてしまった。 
 
    そんなある日、付き合い始めた恭子さんは俺の抱えた３つの問題を解消しようと動き始めてくれていた。そして、そのために必要なこととして、彼女は俺に期末テストで学年一位を取らせると宣言した！　そんなの絶対無理だと思っていたけれど、彼女が持っていた過去問（今度のテストの予想問題）と１０年間の社畜スキルで俺に必要な知識を着実に詰め込んでいく。「勉強ってこうやるんだ」と目から鱗だった。チートな方法で経験値を上げ、レベルを上げて臨んだ期末テスト。俺は５点差で一位常連の花音を抑えて学年トップを取った。……しかし、そこには花音の手加減があったらしい。そう、花音は俺では絶対に倒せない完璧美少女なのだ。 
 
    一度確認したい！　俺は恭子さんしか見ていないので、断じて三角関係などではない！　だけど、ふとした瞬間に、花音が俺と付き合っていた時には見せなかった一面を見せてくるのが気になるのも事実。それは付き合っている時に彼女を満足させてあげる事ができなかった俺の罪悪感なのか、その贖罪か。それとも彼女への未練か……それは、今の俺では何と呼んでいいのか分からない感情だった。こうして、俺と恭子さんと花音の夏がやってきた。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　夏の大三角関係 
 
      
 
    　―――　頼む。誰か教えてくれ。今どういう状況なのかを！ 
 
      
 
    　夏休みになり、自由気ままなＤＫ（男子高校生）と無職の恭子さんは、即遊びに行こうと考えた。行先は話し合った結果、遊園地。恭子さんの部屋で話して決めている最中にちょいちょい彼女がメッセージを誰かに送ったり、受け取ったりしていたのが少し気になっていたのだけど、とにかく、行き先は決まった。同棲している恭子さんとは家（スタート地点）が同じになってしまうので、雰囲気作りのために別々に出て待ち合わせ場所の駅で落ち合うことにしたのだ。……したはずだ。 
 
    「おはよう、将かつ尚ひさ」 
 
    「おわっ！　花音！」 
 
    「斬新な挨拶ね。待ち合わせと言えば『待った？』『ううん、今来たとこ』がテンプレートじゃなくて？」 
 
      
 
    　平日の朝９時の駅前に、花音がいた！ 
 
    　目の前に花音がいた！ 
 
    　それも、ドチャクソ可愛い格好で花音がいた！ 
 
      
 
    　大きめな襟で胸元にはリボンが結ばれている。薄いグレーのスカートはヒラヒラがすごく、裾にはフリルがあしらわれていて女の子女の子している。かるーくロリータ・ファッションって感じ。花音の日頃のイメージからシャム猫を思い浮かべてしまった。それは、決して俺の思い通りになったりはしない。気高く、そして美しいイメージ。 
 
    　それよりも何故、花音がここにいる⁉　しかも、雰囲気から誰かとデート？　誰とだ⁉　俺の知ってるヤツか⁉　何故か心にチクリと来た。まさか、俺を待っていたってことは？　いや、恭子さんは⁉　恭子さんに花音を見られるのはマズイ！　いや、恭子さんの差し金か⁉　なんか分からないけれど、俺と花音をデートさせようとしたってことなのか⁉　俺の思考が取っ散らかっている。 
 
    「あの……将尚……」 
 
    　花音が指をもじもじさせている。声をかけられて我に返った。色々考えてたし、すっかり彼女に見惚れていた。何ならちょっと呼吸するのを忘れてた程だ。 
 
    「どうした？」 
 
    「どう？　私服についてコメントが欲しいのだけど」 
 
    「服？　そりゃぁ……可愛い服がびっくりするほど似合ってる。見惚れてた」 
 
    　花音がくるりと後ろを向いてしまった。俺は言い方を間違えたのか⁉　なんか、彼女は両掌で口の辺りを押さえている？　なに？　吐き気？　俺のコメントってそんなに絶望的なの？　花音の耳まで真っ赤なんだけど、怒ってるの？ 
 
    花音の向いた方向から、ちょうど恭子さんが来るのが見えた。 
 
    「ぎゃーーーっ！　花音ちゃん可愛い‼」 
 
    吐き気をもよおした顔（？）なのか、怒った顔（？）なのか、花音を真正面から見ることになった恭子さん。その顔を見てめちゃくちゃ驚いてる。やっぱ絶望的に怒ってるとか⁉ 
 
    「ん。『ぎゃー』の後に『可愛い』という言葉は繋げても法律では大丈夫だったかしら？」 
 
    　花音が冷静さを取り戻すと、恭子さんを揶揄からかった。 
 
    「なに？　なに？　今の花音ちゃんの顔なに⁉　なんで、あんな可愛い顔してたの⁉　真っ赤になっ……むぐっ！　ぐーーーっ！」 
 
    　恭子さんが口を押えられて花音にどこかに連れて行かれてしまった。なに気に仲が良いような気がする、この二人。俺は目の前で何が起きているのかさっぱり分からない。 
 
    ちなみに、恭子さんは、ゆったりとした白いシャツに小さな水玉模様のスカートみたいなズボン。ガバチョパンツと言ったか。バッグはスカートの色と合っている。足にはサンダル。足の爪には真っ赤なペディキュア。今日はブレスレットじゃなくて、黒いベルトの腕時計。相変わらずキマっている。大人・可愛い、お姉さんコーデだ。 
 
    「どう？　カツくん」 
 
    　恭子さんが戻ってきて、右手で首元の髪の毛を跳ね上げた。こういった仕草もキマっていて、モデルが雑誌から飛び出してきたのではないかと思ってしまう程だ。 
 
    「すごく……きれい。そしてカッコイイ」 
 
    「もーーー、やっだー、カツくん、あんまり素直だとリアクションに困るじゃなーい」 
 
    　掌を反かえして「ちょいと」と、落語家みたいな大げさなジェスチャー。 
 
    「あ、いや、ごめん。ちょっと、マジで見惚れてた」 
 
    「ちょっ、マジリアクションだと、こっちもテレるんだけど」 
 
    「「……」」 
 
    　恭子さんと二人で真っ赤になって下を向いてしまった。 
 
    「コホン……私もいることを忘れないで欲しいわね」 
 
    　花音が口元にグーを添える仕草でひとつ咳払いした。 
 
    「ごめん、ごめん、花音ちゃん。可愛いから許してー♪」 
 
    　恭子さんが両掌を合わせて謝る。いや、だから、俺は置いてけぼりで状況が全く分からないのだけど。 
 
    「では」と恭子さんが仕切り直して、何か言おうとしていた。 
 
    「今日は、これから三人で遊園地に行ってしまいまーす！」 
 
    　恭子さんが右手のこぶしを突き上げて、声高らかに宣言した。 
 
    「はぁーーー⁉　俺、聞いてないよ。どんな集まりなんだよ」 
 
    「うーんとね、『夏の大三角関係』！」 
 
    「『夏の大三角形』みたいに言うのやめてもらっていいかな」 
 
    　夏の大三角形とは、デネブ、アルタイル、ベガだったか。アニメで覚えちゃったよ。 
 
    「じゃあ、『ご主人様カップルと性奴隷』？」 
 
    　また出たよ、性奴隷。恭子さん性奴隷好きだなっ！　そして、駅前の通行人にこの会話を聞かれるのは、もう俺のストレス以外のナニモノでもない。どこの世界に、今カノと元カノを連れて三人で遊園地デートするヤツがいるんだよ。軽く拷問だよ。歴代アニメでもそんな回は絶対に存在しない！　花音を呼ぶ恭子さんも何考えているか全然分からないけど、のこのこやって来る花音も分からない。この先盛り上がることもなく、気まずくなるだけだよ。まったく…… 
 
      
 
    　　１時間後・遊園地 
 
      
 
    「うひょーーーーー！」（ザバーーーーーっ） 
 
    　今、コースター内に三人並んで水流コースターで大しぶきを上げながら大池に落ちたところだ。なにこれ⁉　めっちゃ楽しい！　めっちゃドキドキする！　たのしーーーっっ！　誰だ？　遊園地が楽しくないとか言ったヤツ！　遊園地は誰と来ても楽しいのだ。 
 
    「もー、水かかったわよ。ちょっと、お化粧直しに行ってくるわね。花音ちゃんは？」 
 
    　水流コースターを降りたところで恭子さんが言った。 
 
    「そうね。私も行くわ」 
 
    「じゃあ、俺はそこらに座ってるよ」 
 
    　危うく「ごゆっくり」と言いそうになった。トイレに行く女性にそれはデリカシーが無さ過ぎる。水流コースターを降りたところで、みんなびしょびしょだった。女性陣はその辺り気にするだろうなぁ。俺は歩いていたら乾くぐらいの軽い濡れ具合。とりあえず、そこら辺のベンチで待ってるか。待っている間にも服は乾いてしまいそうだけど。ベンチの背もたれに寄りかかりつつ腕を載せて、空を見上げた。首を左右に動かすとコキ、コキと音がした。そう言えば、ここに来るまでの電車の中ではすごく冷や汗をかいたなぁ。 
 
    　＊ 
 
    いつもの様に恭子さんは、俺の手に纏わりつく様な感じで腕を組んでいた。それに対抗してか花音も反対の手を繋いできていた。いや、あなたは何してるの⁉ 
 
    「ちょっとぉ、カツくんは、お姉さんのカレシなんですけどぉ？　手繋ぐのやめてもらえますかぁ？」 
 
    　三人で電車のシートに横並びに座ったときに俺越しに花音に向かって恭子さんが苦情を言った。 
 
    「繋いでないわ」 
 
    　プイと反対方向を向く花音。いやいやいや、電車に乗ってからは恋人繋ぎに切り替えましたよね、あなた。何これ？　恭子さんに対する対抗心？　俺が花音と手を繋いだのはまだ二度目だ。一度目は半年だけ付き合っていた頃。本当に何もせず、ほとんど会話もせず。学校から一緒に帰っただけ。今思えば、花音はあれで楽しかったのだろうか。辛い思い出になっていなければいいのだけれど。そして二度目が今だけど何？　普通に繋いじゃってるし！　恋人繋ぎだし！　手ちっちゃくて、可愛いし！ 
 
    　恭子さんはモデルばりにスタイルが良くて、笑顔が可愛い感じ。太陽みたいに輝いていて、すごく注目を集める。しかもエロい。さらに巨乳。これがまたさらに注目を集める。 
 
    一方、花音はクールビューティで本当に顔が整っている。可愛い感じ。静かに、そして確実に可愛い感じで、清楚でおとなしい。例えるなら月のよう。花音の方は一緒に歩いていると人が振りむくのが分かるレベルで美少女。中学生くらいの男の子だと駆け戻ってきて、もう一度すれ違って行くこともある程だ。それで、すれ違う時に横目に花音を見て行くのだ。 
 
    そんな注目度がカンストしているような二人を連れているだけで生きた心地がしないのに、両方から手を繋がれていた。俺は普通の高校生。ちょっと心に傷を持つ程度の普通の高校生。家出中だけど珍しいところと言えば、その程度。あぁ、何もしなくても溢れてくる汗。 
 
    「カツくん、汗凄いよ？　大丈夫？」 
 
    「今のうちに水分補給しておかないと脱水症状を起こすわよ」 
 
    　片方からは、タオルで汗を拭いてくれ、片方からはペットボトルのお茶を出され。俺は何？　王様なの⁉　どうせ、ずっと後の伏線とかになっているんだと思うと、俺は気が気じゃなかった。この二人何を考えているのか……だいたい二人とも頭が良すぎるんだよ。意図が分からな過ぎて俺、付いていけないよ。 
 
    　＊ 
 
    そんなついさっきのことを思い出していると、二人が化粧直しから戻ってきた。 
 
    「ナチュラルメイクかと思ったら、それですっぴんとか、どうなってんの花音ちゃん！　こっちはアラサーなんだから、ちょっと手加減しなさいよ！　この赤ちゃん肌！」 
 
    「あら、よかったの？　私がお化粧したら、もう言い訳できないわよ？」 
 
    「ぐぬぅ……この美少女めぇ」 
 
    「美少女」が蔑称のように使われているが、それしか言いようがないのが花音の恐ろしいところだ。 
 
    　なんだこの二人のこの会話。言い争っているのか、褒め合っているのか。仲良しか⁉　仲悪いのか⁉　俺はどのように二人に接したらいいんだよ。 
 
    §　足りないワンピース 
 
    　午前中だけでも、はしゃぎまくったので既にお腹が減っていた。 
 
    「そろそろ食事にしない？　お姉さんお腹減ったんだけど」 
 
    「ああ、そうだな。確かに、お腹減った」 
 
    「ん」 
 
    　誰も異を唱えない。連帯感あるな、俺達。これが、元カノと今カノでなければすごく良いメンバーなんだが。 
 
    　レストラン内はほとんど満席だった。さすが遊園地。ただ、店内はセンスのいい内装で、ザワついているけれどテーブル間隔は広く、比較的ゆったりしたレイアウトになっていた。一言でいえば快適。既に時刻は１４時近かったことと、ちょっと価格が高めのレストランだったことで殆ど並ばずに店に入れた。通常は、レストランもアトラクションの一つの様に入店まで６０分待ちとかになり、時間がもったいないと思ってしまうことがあった。今日はラッキーだったな。 
 
    　店内に通されて、４人用の円卓に３人で座った。俺が中央で左右に恭子さんと花音が座った。メニューの種類は比較的絞られていて、遊園地らしくゆったりとはしていても、ある程度は客の回転が考慮されているようだ。隣のテーブルとの間隔も広いし、これならよほど大きな声でない限り、恭子さんが下ネタを言っても俺が冷や汗を流さなくて済みそうだ。注文を済ましたとこで恭子さんが立ち上がった。 
 
    「ごめーん、ちょっと３番に」 
 
    　それだけ言うと、いなくなってしまった。３番？　テーブルの番号？　アトラクションの番号とかがあるのか？　俺は無意識に花音の方を向いた。 
 
    「３番っていうのは、飲食店なんかの隠語で『トイレ』を指しているわ。全然一般的ではないから、恭子は飲食店でのアルバイト経験があって、それを当たり前のように思っているということね」 
 
    　そんなことまで知っているのか。無意識に花音の方を見ただけなのに、俺が疑問に思っている事を的確に把握して、その答えまで出してみせた。完璧だ。こいつは何でも知ってるし、何でもできる。 
 
    「お前は、相変わらず万能だな」 
 
    「私は有能ではあるけれど、万能ではないわ」 
 
    　いつもの様に無表情で答えた。いや、十分だろう。この万能美少女にもう一つ気になっていたことを聞くことにした。 
 
    「結局、今日の集まりはなんなんだ？」 
 
    「なにって『夏の大三角関係』でしょ？」 
 
    「そんな集まりがあってたまるか」 
 
    「夏休みになると暫く将尚と会えなくなるから、私としてはチャンスだったし、素直に乗っかったわ」 
 
    　どうして見えない意図があるって思わないのか⁉　お前は、一学期には恭子さんと見えない頭脳バトルを繰り広げていた天才じゃないのか⁉　まったく、どうしてこいつは恭子さんが相手だとＩＱが２とかになってしまうんだ。 
 
    「恭子さんが何か……」 
 
    　俺がそこまで言いかけたところで本人が戻ってきた。 
 
    「なになに？　何の話？　浮気かな？　カツくんはね、お姉さんがドロドロに甘やかし溶かすから、中々奪えないわよ？」 
 
    　ちょっと黙ってて、このエロ巨乳お姉さん。さすがに離れた場所から言ったら隣の席にも聞こえるでしょう。食事の前に店を出なくちゃならなくなるのは困る。 
 
    そう言えば、俺も今のうちにトイレに……夏休み期間中だからか、平日なのに意外に人が多いんだ。男のトイレはそんなに混まないけど、あの二人をそこら辺に待たせていたら、確実にナンパされる。俺も、安心してトイレに行けないから、そう言った意味では今がチャンスだろう。「俺もちょっと『３番』……」と言って席を外した。 
 
      
 
    　藤倉花音Side 
 
    　気に入らないことがあった。恭子の行動だ。明らかに変だった。まずは、服装。将尚が黒いスキニー（ズボン）を選んだから、それに合わせて腕時計のベルトとサンダルの帯に黒を取り入れてきた。「同じ家から来たからこそできるおそろいコーデ」だった。家を出る前の服装を知っているからできること。「あなたにはできないでしょ？」という煽りが含まれている。そこはまだいい、通常運転だから。そのくせ、メッセージのやり取りでは夏休み中にも気軽に彼女の家に遊びに来ていいと言っていた。元カノにそんなことを言う今カノがいる訳ない。つまり……そういうことだ。 
 
    「ねぇ、怖じ気づいたの？」 
 
    「なにが？」 
 
    　テーブルの上でおしぼりを綺麗に畳んでいた恭子に話しかけた。 
 
    「会ったら聞こうと思っていたの。将尚の前からいなくなろうとしてるんじゃないの？」 
 
    「……相変わらず鋭いわねぇ。全く何でも分かる万能さだわ」 
 
    「有能ではあるけど、万能ではないわ。私にも苦手なことはあるのよ」 
 
    　一瞬、誤魔化そうとしたわね。でも、読まれると思って諦めた、と。変に誤魔化すよりある程度本当の事を言って、少しだけ嘘を混ぜるプランに切り替えたことを理解した。 
 
    「将尚はもういいの？　私もらっちゃうわよ？」 
 
    「全然よくないけど、次の『家族仲問題』は、お姉さんの社会的信用度が問題解決のカギなのよ？」 
 
    「……あぁ、その手で行くのね」 
 
    　いくつかの方法を思いついたけれど、正攻法であり一番確実で、でも泥臭い方法を選んだのが分かった。それだけ積極的に恭子は将尚の家族仲を何とかしようとしているのが伝わり好印象だった。 
 
    「お姉さんの場合、無職、アラサー、貯金なし、誘拐、軟禁、淫行女だから。カツくんにも手出しちゃってるし。親御さんの心配しそうなこと全部当てはまるからねぇ」 
 
    　恭子が眉をハの字にして苦笑いしながら言った。 
 
    「まあ、でも、お金のためじゃないのは伝わるでしょ？」 
 
    「あー、それねぇ。カツくんに言われて、お姉さんカツくんから６０万円受け取っちゃってるからなぁ」 
 
    「……あなたなにやってるの」 
 
    　思わずため息が出てしまった。 
 
    「一生懸命言われたら、断り切れなくて……一応、預かってる感じ？」 
 
    　ここで恭子が少し表情を曇らせた。 
 
    「あと、歳が離れすぎてるから……」 
 
    　さっきは「無職」云々と役が６つか７つで跳満していた時は自虐なだけだったのに、「歳の差」が増えて倍満で落ち込んでいるのかもしれない。 
 
    「今更、歳のことを気にしているの？　７０歳のおじいさんと８０歳のおばあさんなら歳の差は気にならないでしょう？」 
 
    「お姉さんそんなにカツくんの隣にいられるのかなぁ？」 
 
    「あら、弱気ね。敗北宣言と取っていいの？」 
 
    「むきぃ～っ！」 
 
    　恭子は本当に面白いキャラクターをしているわ。こんな形でなければ、もっと仲良くなれたのではと思う事もある。 
 
    「恭子が考えている方法だと、３つのパターンがあると思うのだけど、あなたはどうするつもりなの？」 
 
    「え？　３パターン？　２つじゃなくて？」 
 
    　恭子は気づかなかったのか、そもそもその選択肢はないと思ったのか、慌てていた。 
 
    「あ、そういうことか！　もちろん、家族仲は修復して、その後はうちのマンションに戻ってもらうプランにするに決まってるでしょ！」 
 
    　……ひとつ気づいてしまったけど、まあこれは現時点ではいいか。それは敵に塩を送ることになるのだけど、お盆辺りに喝を入れれば何とかなるでしょう。 
 
    「それよりも花音ちゃんはいいのかしら？　カツくんは、お姉さんしか見てないわよ？」 
 
    「今はまだ……ね。私は一度失敗してるから。今、将尚と付き合ってもパズルのピースが一つ足りないのよ」 
 
    　私では将尚を振り向かせることができなかった。しかも、将尚自身もまだ気付いていないであろう問題もある。 
 
    「あら？　珍しく弱気ね。敗北宣言かな？」 
 
    　ついさっき言ったセリフをすぐに使って仕返ししてきた。安い挑発に思わず笑いがこぼれる。 
 
    「ふっ、言ってなさい。あなたと将尚にもワンピース足りないのに気付いてるんでしょ？　だから、私をここに呼んだ。違う？」 
 
    　恭子自身迷っているのが手に取るように分かった。 
 
    「うーーー……花音ちゃん、私が気づいてない事まで気付かないでもらえるかな。言葉にされたら気付かざるを得ないじゃない」 
 
    「人のせいにしないでほしいわ、人聞きが悪い。恭子はもう動き始めてるじゃない。私はそれを最大限利用させてもらうわよ？」 
 
    「花音ちゃん、ホントに高校生よね？　時々、忘れちゃうわ」 
 
    「おまたせー、料理来た？」 
 
    　ここまで話したところで将尚が戻ってきた。この話題は一旦切り上げて、また今度になりそうね。私が将尚とやり直すには、「足りないワンピース」が何かを見つけ出して補充すること。これは絶対に恭子よりも先に完遂させなければならない。

  

 
  
    
 
    §　密室の親密 
 
    遊園地は思いのほか楽しくて、定番のジェットコースターやお化け屋敷、ゴーカートなどを次々楽しんだ。三人で遊園地に来て初めて気付いたんだけど、二人で楽しめるものはたくさんある。だけど、三人で楽しめるものは意外と少ない。例えば、ジェットコースター。横並びは２人までだ。三人で乗ろうと思ったら前に２人、後ろに１人になって１人は少し寂しい。ゴーカートも２人乗りはあるけど、３人乗りはなかった。 
 
    「意外と三人で楽しめるものってないな」 
 
    「基本、カップルとかが来るための遊園地だからね、ここ」 
 
    「じゃあ、恭子さんはなんでここを選んだのさ⁉」 
 
    「近くだとここしかないじゃない？」 
 
    「まぁ、そうだけど……」 
 
    　遊園地って広い敷地面積が必要だから、街中まちなかなどにはない。電車に乗って行くような郊外にあるもんだ。そんなにたくさんあるもんじゃないし、遠くの遊園地になると泊りになってしまう。そう言った意味で、ここだったのだろう。 
 
    「でも、三人家族もいるだろうに」 
 
    「そんな時は、お父さんが一人ね」 
 
    「お父さん厳しい立場だな！」 
 
    　世の中のお父さんに幸あれ…… 
 
    「じゃあ、あれは？」 
 
    花音が指さしたのは観覧車。個室だし、人数とか関係なさそう。 
 
    「いいんじゃないか？」 
 
    　＊ 
 
    　世の中には重力というものがあって、全ての物体には重心というものがある。現在、俺たちの乗ったゴンドラは絶賛傾き中なのだが、俺が言いたいことは…… 
 
    「なんで三人同じ方向に座るんだよ！　ゴンドラ傾いてて怖いわ！」 
 
    「恭子が向かいに座ったらいいんじゃない？　胸の辺りの肉なんか重そうだし」 
 
    「花音ちゃんがカツくんの隣にいるからおかしいのよ。カノジョは私なんだから、カツくんの隣はお姉さんでしょ！」 
 
    「残念ね。手が離れないから向かいの席に移動することができないわ」 
 
    　手が離れないとか言ってるけど、単に花音が俺の手を握っているだけだ。左には恭子さんがいて、俺と腕を組んでいる。花音は俺の右側で、恋人つなぎで手を握っているのだ。 
 
    「ちょっとそれよ！　それ！　なんで花音ちゃんがカツくんと手を繋いでるの！」 
 
    あ、花音が聞こえないふりを決め込んで外の景色を見始めた。 
 
    「カツくんも花音ちゃんにされるがままじゃない！　振り払ったらいいでしょう！」 
 
    　俺は、花音に逆らえない様にＤＮＡに何か書かれているに違いない。こいつのすることを邪魔することは俺にはできないのだ。 
 
    「あーっ！　二人して無視ーーー！　いいもーんだ！　お姉さんカツくんとイチャイチャするから！」 
 
    そう言うと、恭子さんが俺の両耳を掌で押さえてグイっと９０度左を向かせ、恭子さんの顔が見えるようにした。そして、そのままキスしてきた。 
 
    「んっ」 
 
    　恭子さんの声が漏れる。横で花音が見ていると思ったらなんか……そのうち、花音が俺の右手を取って自分の膝の上に置いた。膝の上⁉　このつるつるなの花音の太もも⁉　しかも、腕に抱き付いてきた。腕に柔らかいものが押し当てられる。何⁉　今どういう状況⁉　確かめたいと思い、花音の方を向こうとするが、反対の左側では恭子さんが俺の後頭部まで腕を回してきていてガッチリロックしているので振り返ることができない。 
 
    　「カツくん、集中して」 
 
    　できない、できない！　こんな場所で、こんな状況で集中なんて出来る訳がない！ 
 
    　「将尚、こっち」 
 
    　俺の右手の掌が挟まれてる。花音のヤツ太腿で挟んでいるのか⁉　どこを触らせているんだよ⁉ 
 
    　もはや、外の景色も何もなくなったところでゴンドラは一周して、スタッフのお姉さんが扉を開けた。 
 
    　「あ……」 
 
    　スタッフのお姉さんが開けた扉を静かに閉めた。 
 
      
 
    いやーーーーーっ！ 
 
      
 
    　もう一度一周して下に降りた時に気まずすぎる！　離せ！　もう、二人とも離せ、離してくれーーーーーっ！ 
 
    

  

 
  
    
 
    §　未来の明晰夢と煮込みハンバーグ 
 
    俺はとにかくぐったりだった。疲れた。遊園地はまあ、楽しかったけど。とにかく疲れた。主に精神エネルギーの消費が凄い。 
 
    「あー、楽しかった♪　遊園地なんて久しぶりだったわ。失業してみるもんね」 
 
    　そんなこと言ってると、いつか誰かに怒られるぞ。恭子さんが右腕を頭の上に伸ばし、左手はそれに沿わせて伸びをしながら言った。 
 
    「観覧車では恭子が無茶するから余計な恥をかいたわ」 
 
    「花音ちゃんだって色々見えちゃいけないとこまで脱いでたじゃない！」 
 
    　俺の見えないところでどこまで脱いでたの⁉　恥ずかしいからあまり思い出したくないけれど、あの後、観覧車で俺の誘惑合戦は更に発展してしまい、キスされたり、もろ肌見せられたり……最後その様子をまた女性スタッフの人に見られて大恥かいたりしたのだ。 
 
    　遊園地で一日過ごすというのは、かなりのエネルギーを使うみたいで、三人とも本当に疲れていた。幸い帰りかけの電車はガラガラで、三人横並びに座ることができた。例によって俺が中央に座って、恭子さんと花音がそれぞれ左右に座っている。 
 
    家に帰るには、電車に揺られて約一時間かかる……段々眠くなってきた。恭子さんが左腕に抱き着いたままウトウトしている。頭をゆっくり俺の肩に当たるようにしてあげたら、そのまま眠ってしまった。花音はしばらく眠気に抵抗していたけれど、恭子さんが眠ったのに気付いたら、俺の右手を花音の膝に乗せ、俺の腕に抱き着いた状態で寝落ちしていた。両方から抱き着かれているのはすごく嬉しい状況なのだが、俺も疲れていて、瞼が重くなる…… 
 
    ＊＊＊ 
 
    　両方に美女がいるというのが意識にあったのだろう。俺は二人の夢を見た。そして、夢の中では、「自分が夢を見ている」と認識できていた。自分で自分の夢を見破るのを明晰夢めいせきむというらしい。 
 
    俺は家に帰っていた。自分の家でもないし、恭子さんのマンションでもない、見たことがない家。でも、夢の中の俺はそれが自分の家だと分かっている。夢とはそんなものだ。玄関の扉が大きくて、それだけで家が大きいことが分かった。 
 
    そして、俺は躊躇なくその家の玄関扉を開けて入って行く。明晰夢は明晰夢でも俺の意識に関係なく動いていくタイプかよ⁉　玄関を開けるとそこには俺の奥さんが……そう、恭子さんが駆け寄ってきた。そのまま、首に抱き着いてきた。 
 
    「くんくん、女のにおいなし！　ヨシ！」 
 
    　夢の中でもそれやるのかよ！　いかん、いかん。夢にツッコんでしまった。 
 
    「おかえりー、あ・な・た♪」 
 
    　恭子さんの笑顔は本当に幸せそうだ。彼女は今以上に綺麗だった。キラキラしている。幸せが内から溢れ出しているような奥さん。幸せを具現化したような奥さん。これなら毎日定時ダッシュで家に帰りそうだ。そして、どんな疲れも帰り着いたこの瞬間にぶっ飛ぶだろう。 
 
    「食事にする？　お風呂にする？　それとも、た・わ・し？」 
 
    「たわし」はなんだ？　掃除か⁉　ボケなのか⁉　ツッコんだ方がいいんじゃないのか⁉　夢の中の俺‼ 
 
    「そうだなぁ、『恭子』にしたいけど、それだとご飯が食べられなくなると思うから、『食事』からいこうかな」 
 
    「ふふふ、今日はあなたの好きなハンバーグよ♪」 
 
    　嬉しそうにくるりとＵターンして、キッチンに戻る恭子さん。現実だったら、大事なボケをスルーしたら物理的に首筋に噛みついてくるだろう！　それでいいのか夢の中の恭子さん！　俺は着替えて食卓のテーブルについた。テーブルは一般家庭にある四角ではなく、丸のテーブル。今日の昼のレストランのそれが夢に反映しているのかもしれない。そこでもう一つ気が付いた。「ハンバーグ」が「煮込みハンバーグ」に進化しているのだ！　何あれ！　ソースが濃厚そうですごく美味しそう！　ただでさえ恭子さんのハンバーグは美味しいのに、更に進化してしまったら、その味はどうなるんだよ‼　俺はわくわくしている。「早く食べよう！」と恭子さんを急かしている。 
 
    「ちょっと待ってね。花音ちゃんにも声かけてくるから」 
 
    　は⁉　か、花音⁉　何故ここで花音の名前が出てくる⁉　そう言えば、テーブルの上には食事が３人分置かれている。俺の左には恭子さんが座り、右側には…… 
 
    「あら、お帰り将尚。今日も社畜ライフを満喫してきたようね」 
 
    　花音がいる！　家にいる！　今よりも少し成長して、大人になった花音。でも、すぐに花音だと分かる。可愛さ全開の今の花音よりも美しさが加味され、さらに綺麗になっていた。ちょっと息をするのも忘れるレベル。こんなのが家にいたら会社に行かなくなるかも。待て、待て。恭子さんが嫁さんで、花音はなに⁉ 
 
    「今日は、食事の後一緒にお風呂に入りましょう」 
 
    　花音が妖艶な目で俺を見た。 
 
    「あー、花音ちゃんズルい～！　そのままの流れでベッドインするつもりね！　お姉さんも混ぜてよぉ」 
 
    「いやよ。３Ｐはしないわ。恭子の巨大な胸を見せられながらなんてごめんよ」 
 
    「お姉さんは花音ちゃんだったら抱ける！」 
 
    「勝手に想像の翼を広げないでもらえるかしら」 
 
    　夢の中でも俺の立場弱っ‼　存在感薄っ‼　そして、なんて会話をしているんだ！ 
 
    ＊＊＊ 
 
    　はっ！　電車の揺れで目が覚めた。キョロキョロ辺りを見渡して、現在位置を確認したが、下車予定の駅までまだ数駅ある。ちょっとウトウトしただけだ。それにしても、とんでもない夢を見てしまった……左右の腕には恭子さんと花音。俺が目覚めてゴソゴソしてたから、二人とも目を覚ましたみたいだ。 
 
    「あー、夢見てた……なんかいい夢だったぁ」 
 
    「ん、外で眠るなんて初めて……」 
 
    やっぱり三人とも疲れてる。恭子さんのマンションに帰ったら彼女が何かご飯を作ってくれるかもしれない。でも、三人とも疲れてるのに、恭子さんだけ今から料理するの？　それは絶対大変だ。俺が料理する方だったら絶対嫌だ。 
 
    「ねえ、駅に着いたらファミレスとかでご飯食べて帰らない？」 
 
    「あ、いいわね。助かるわ」 
 
    　恭子さんに提案すると乗っかってくれた。 
 
    「花音も家に帰ったらごはんある系？」 
 
    「ない系」 
 
    「じゃあ、どうだ？　俺おごるよ」 
 
    「……いく」 
 
    　財布の中には、バイトで稼いだお金の一部が入っていた。まだ諭吉が一枚。これだけあればファミレスなら三人楽勝だろう。変な夢を見たせいか、少し意識してしまっている。電車を降りても恭子さんとはいつも通り腕を組んでいる。花音は横を歩いているのだけど、こちらは手を繋いでない。俺は空いた右手が少し寂しい気がしていた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　駅前のファミレスに入った。ファミレスは普通のファミレス。長テーブルの席に通された。俺の横には恭子さんが座り、向かいには花音が座った。何となく丸テーブルじゃないんだ、と思った。でも、丸テーブルのファミレスなんてそっちの方が珍しい。どうもまだ俺はあの夢に引きずられているらしい。 
 
    「何にしようかなぁ」と恭子さんが前のめりでメニューを見ている。軍資金は十分あるから好きなものを食べていい、と伝えてあるので二人とも特に遠慮はしないだろう。極端に安いものを選んだりされたら、逆にこっちが気を使ってしまう。ここら辺の気遣いというか、気付きに関しては、この二人はとんでもなく凄いので、あまり心配しなくていいだろう。それぞれ食べたいと思ったものを注文してくれたらそれでいい。 
 
    「決まった？」 
 
    　お姉さんが店員呼び出しボタンに指をかけながら聞いた。 
 
    「あ、うん。決まった」 
 
    「ん」 
 
    　三人とも決まったのを確認したら、恭子さんがボタンで店員さんを呼んでくれた。程なくして女性店員さんが現れ端末を片手にオーダーを聞いた。 
 
    「あ、俺『煮込みハンバーグ定食』で」 
 
    「「私も」」 
 
    「「「ん？」」」 
 
    　変にオーダーがリンクしてしまった。俺はあの夢で煮込みハンバーグが食べられなかった事をすごく残念に思っていた。メニューにあったから迷わずそれにした。二人とも「煮込みハンバーグ定食」なんだけど、この二人が俺と同じ夢を見ていた……なんてファンタジーはあり得ないよな。 
 
    　男の願望１００パーセントの夢。女の方からしたら堪らないだろう。毎日一人の男を取り合わないといけないのだから。半分の愛情、半分の身体。二股というのはモラル的にダメなのもあるだろうけど、結局は長く続かないアンバランスさがあるのだろう。 
 
    そんな訳の分からない哲学的なことを考えながら食べた煮込みハンバーグは、美味しかったのだけれど、きっとあの「煮込みハンバーグ」には絶対勝てないだろう。ああ、あの煮込みハンバーグが食べたかった…… 
 
    「なんかお姉さん、煮込みハンバーグを突き詰めてみたくなった。帰ったらまた作ってみよ」 
 
    「完成したら私も食べたい」 
 
    珍しく花音が恭子さんに頼みごとをした。 
 
    「いいわよぉ。煮込みハンバーグくらいいくらでも。カツくんはあげないけどね」 
 
    「心配しなくても奪ってみせるから大丈夫よ」 
 
    　……夢だよな。あれは単なる夢だよな。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　掃除は人を哲学者にする 
 
    　俺は今、ひたすらに恭子さんの家の風呂掃除をしている。 
 
    壁や天井のカビ取りに始まり、浴槽磨きや排水溝の掃除まで。ひたすらに掃除をするというのはいいものだ。単純作業は人を瞑想に誘う。俺は、静かに昨日の事を思い出していた。 
 
    ＊ 
 
    昨日遊園地の帰り、三人でファミレスのご飯を食べた後、俺達は花音を家の近くまで送って行った。もう暗くなっていたし。元々、降りる駅は花音の家の最寄り駅にしていたのだ。花音の家の近くのコンビニまで来てその駐車場で分かれた。 
 
    「恭子、今日は誘ってくれてありがと」 
 
    「んーん、楽しかったわ♪」 
 
    　そのあと、花音が恭子さんの耳元に口を近づけて何か言ってた。女同士の何かだろうか。またバトルバチバチだったら嫌なんだけど…… 
 
    「ん、ありがと。その時はお願いね」 
 
    　二人の顔が離れた時、恭子さんがそう言った。どうもケンカ的な物ではないらしい。この二人仲が良いのか悪いのか、本当に判断が付かない。 
 
    　次に、花音が俺の前に近寄ってきた。 
 
    「将尚、夏休みの間はちょくちょく恭子のマンションに……ちょっと、あなたまつ毛が目に入りそうよ？」 
 
    「え？　マジ？　どこ？」 
 
    「あ、そっちじゃない。逆よ、逆。もう少し目の近く」 
 
    　色々言うから、目の周りをまとめてはたいたけれど、取れないらしい。 
 
    「あー、もう。ちょっと目を閉じなさい」 
 
    　おとなしく目を閉じて花音がまつ毛を取りやすいように軽く屈む。 
 
      
 
    （ちゅっ） 
 
      
 
    「なっ！」 
 
    　一瞬、唇に柔らかい感触が触れた。ほんの一瞬。花音の柔らかいにおいと共にほんの一瞬の感触だった。 
 
    「な⁉　なんだ⁉　今の⁉」 
 
    「さあ？　私のファーストキスじゃないかしら？」 
 
    　花音がいたずらっぽい顔で可愛く舌を出しながら言った。 
 
    「あわわわわわ。花音ちゃーんっ！」 
 
    　恭子さんが怒鳴ると、花音は慌ててぴゅーっと走っていなくなった。 
 
    ＊ 
 
    その後、家に帰った後の恭子さんの嫉妬は凄まじいものがあった。ずーっとべったりくっ付いていたし、ベッドでもいつも以上に……こほん。……何度もして、何度も休憩を入れて、明け方までずっと愛し合った。遊園地で疲れていたんじゃないのかよ。俺も！　恭子さんも！ 
 
    　次の日、目が覚めたらもう夕方近かった。俺は花音にキスをされた罰として風呂掃除を仰せつかったわけじゃない。自分から進んで風呂掃除を申し出たのだ。この家でお世話になっているけれど、掃除も洗濯も食事の準備も一度もしたことがなかったからだ。恭子さんは俺の母親でもなんでもないのに、すごく献身的に何でもしてくれる。 
 
    ただ、それではいけないと思ったのだ。昨日のファミレスだって、会計は三人で五千円くらいだった。高校生の俺だと一日アルバイトで働いてこれくらい。つまり、今の俺では一日中働き続けても、三人で一食しか食べさせることができないレベルなのだ。 
 
    それを考えると、父親の凄さを痛感させられる。家族４人を毎日三食食べさせて、大きな家を買って、俺と琴乃を高校にも行かせてくれている。俺は家出だ何だと言っていても、高校の学費は家に出してもらっているし、結局は甘えている。母親もそうだ。毎日広い家を掃除し、三食食事を作り、全員分の洗濯をしてくれていた。離れて分かった。いや、離れたから分かったのかもしれない。父親も母親も俺に一定以上のコストをかけてくれている。そのコストは、お金であり、時間であり、そして……愛情…だ。　ずっと、俺は彼らとの距離を掴めなくなっていた。愛情などないと思っていた。思い込もうとしていた……のかもしれない。 
 
    　そんな俺が、彼らからの愛情があった事を認めてしまうことは、これまでの自分自身を否定するものであり、中々受け入れることは容易ではなかった。俺は、どうすればいいのだろう。自分が分からなくなってもう随分時間が経つ。道を間違えたのだろうか。もし、間違えたなら、それを取り戻すことはできるのだろうか。風呂場の壁の黒いカビ汚れは洗剤で取れるのだが、俺の心の中のモヤモヤは一向に晴れてくれなかった。 
 
    「カツくん、お疲れさま。そっちはどんなかな？　……ぎゃーーーっ！　なにこれ⁉　綺麗！」 
 
    　掃除にハマりすぎてやり過ぎたかも。 
 
    「鏡の曇りもなくなってる！　全然取れなかったのに！」 
 
    　風呂は満足するだけ掃除した。まあ、誰が見ても綺麗だろう。後は…… 
 
    　＊ 
 
    「明日、二人だけで、二人っきりで、二人だけのドライブデートをします！」 
 
    　掃除が終わり、休憩でお菓子を食べながらコーヒーを飲んでいる時に急に恭子さんが言い出した。「二人」を何度言ったか。よほど、花音キス事件がトラウマだったのか、まだまだ収まらないらしい。 
 
    「車は？」 
 
    　恭子さんが車に乗っているのを見たことなんてない。あるの？ 
 
    「レンタカーで♪」 
 
    「どこ行くの？」 
 
    「花音ちゃんのいないとこ！　……まあ、それは冗談で。海岸線を走って、山を超えて、温泉宿まで」 
 
    　泊まるの⁉　それはもう旅行では⁉　まあ、恭子さんとだったらどこにでも行きたい。俺は手放しにＯＫした。 
 
    　＊ 
 
    　翌日、朝からレンタカーを借りた。俺は初めてレンタカーというものを借りた。家には車があったので、車を借りるという発想がなかった。運転席に恭子さんが座り、俺は助手席に。自分達だけで車に乗るなんて新鮮な気分だった。車とは親が運転するものだと思い込んでいた。恭子さんは「お姉さん」とは思っているけれど、あくまでカノジョ。「こちら側の人」という認識だった。俺達だけでのレンタカーはなんだかワクワクした。 
 
    　思えばいつもそうだった。恭子さんと行くところは、スーパーでも、服屋でも、いつも新鮮だった。それは、俺が親に与えられるのが当たり前になっていて、そこになんの疑問も持っていなかったから。つくづく嫌になってしまう。好きな女性を守ろうと思ったら、自分の無力さを実感するのだから。そして、両親の偉大さを思い知らされるのだから。 
 
    　俺の気持ちと関係なく、ドライブは快適だった。恭子さんはテンションが高く、それを見ていると俺も心がウキウキしてきた。せっかくの旅行なんだから、ほんの少しだけ暗い気持ちを忘れようと考えた。こんなに気分がいいのは広い景色が大きく関わっているだろう。海岸線の次は山が見えた。山道でも走っているのは高速道路なので車の乗り心地は良くてすごく快適だ。 
 
    「恭子さん、俺、高校卒業したら免許取るね。次は運転代わるから」 
 
    「お！　私をカレシが運転する車に乗れる女にしてくれるのかな？　やっぱりカツくんはいいね」 
 
    「まあ、今日は代われないけどね」 
 
    「うわ、Ｓカツくんが出た！」 
 
    　ふふふ。楽しいな。俺は窓の辺りの段に肘を置いて助手席から外を見ていた。あの夢に出てきた広い家は、ドラマとかに出てくるものよりさらに広かったと思う。なんせ円卓を置いても狭くならないリビングだ。夢だったけど、壁には大画面テレビも据え付けられていた気がする。 
 
    　しかも、美女二人を養うとか……俺の未来ではどの世界線を考えてもファンタジーの域を出ない凄さだった。どうすれば、父親のように稼げるようになるのか。俺は将来好きな人を守ることができるようになるのだろうか。 
 
    [image: 運転する恭子さん] 
 
    「お姉さんね、」 
 
    「ん？」 
 
    　暫く静かだった恭子さんが話し始めた。 
 
    「お姉さんね、大学には行かなかったの」 
 
    　成績は確実に俺より良かったみたいだけど。大学行かなかったなんてもったいない感じ？ 
 
    「奨学金とかも考えたんだけど、家の事情でね」 
 
    　つまり、経済的理由ということか。 
 
    「だからね、もし許されるなら、カツくんには大学行ってほしいな」 
 
    　大学に行くとなると。莫大なお金がかかる。俺のバイト代では到底追いつかない。実現するには、両親を頼るしかないのだけど…… 
 
    「『家族仲問題』はお姉さんがなんとかするから。カツくんは考えてみてほしいの」 
 
    　俺は将来のイメージが全くなかった。これまでは家から出ることと、ひっそり暮らすことしか考えてなかった。大学とはどんなところで、何を学ぶのか。そこに行くことにどんな意味があるのか。 
 
    話としては、恭子さんのお願いの様にも聞こえるし、普通の会話にも聞こえる。ただ、なんとなく恭子さんと約束したような気がした。俺はできる限り大学に行くことにしよう。そしたら、恭子さんを養って行ける日がまた遠くなるなぁ、と漠然とそんな事を考えていた。 
 
    　段々景色は空に湯気が見える所になってきた。高速道路から町を見下ろすと日本家屋が多い比較的古い町が見えた。所々から白い湯気が空に向かって上っていた。これは温泉地特有の景色。ナビに表示された地名を見たら「別府」と書かれていた。大分の有名な温泉地だ。福岡から車で２時間程度のドライブで来れる温泉地。俺達は高速を降りて普通の道に出た。 
 
    「泊まるとこ決めてるの？」 
 
    「んーん」 
 
    「行き当たりばったりかよ」 
 
    「そうね。たまにはいいでしょ？」 
 
    「もしも、宿がいっぱいだったら？」 
 
    「そのときはその時よ。うーん……車に泊まっちゃう？　二人で。初カーセックスだね」 
 
    　この人は下ネタをチョイチョイ入れないとどうにかなる病気なのか。振り返ってみると、俺はどこかいつも予定を決めていた気がする。だから、自分で把握できない事には消極的だったかも。俺一人では絶対に温泉宿に予約もしないで行こうなんて考えもしなかっただろう。 
 
    　恭子さんは俺の世界を確実に広げていて、新しい価値観をくれている。色がないとまでは言わないまでも、気に止めることもなかったものに新しい価値観を芽生えさせてくれる。 
 
    人は一生の間にこんな人に何人くらい会えるのだろう。少なくとも高三の俺には初めての人だった。俺のことを好きだと言ってくれた人。初めて身体を重ねた人。そして、心が通じた人。俺は神様に感謝したい。彼女を守りたい。そう決意したのだった。 
 
    ちなみに、旅館は普通に取れた。恭子さんと二人だけで泊まりとか超テンションが上がる。受付の時の名前をどうするか一瞬迷った。でも。普通に本名を書いた。俺達は悪い付き合いではない。堂々としていればいいのだと思ったからだ。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　旅館の食事とプロポーズ 
 
    　恭子さんとの二人だけの旅館にテンションが上がっていた。旅館の部屋は畳！　ヤバイ。修学旅行の時の旅館以来だ。俺の家には畳がないんだよな。そもそも和室がないし。物珍しさもあって、テンション爆上がりが止まらない。 
 
    旅館の部屋は大きなテーブルがあって、そこに横並びで恭子さんと座った。恭子さんは当然の様にお茶を淹れてくれて、茶ちゃ櫃びつの中に入っていた地元のお菓子と思われるものを茶請けにして二人で寛いだ。 
 
    「お風呂は残念ながら別々だね」 
 
    　その通りで、家族風呂みたいなものはここにはなかった。露天風呂はあるけれど、男女別々だ。一応旅館の人に聞いてみたら、「衛生的な問題でございます」と言われた。考えてみたら、恭子さんと一緒に風呂に入ったら、当然そのまま「いたして」しまうだろう。お湯を張り替えたりするわけじゃないし、その後のお湯に入る人もいるわけで……それが自分たちだとしたら確かに嫌だ。 
 
    旅館の露天風呂はまたテンションが上がる。しかも、親に連れてこられているのではないところが良い。既に夕方なので恭子さんと露天風呂に向かって、入り口で分かれ、それぞれ風呂を楽しんだ。ただ、家の風呂では一緒に入れるのにひとりの露天風呂はなんだか寂しさを感じた。戻りは別に待ち合わせ場所があるわけじゃないのだけれど、恭子さんの浴衣姿を出来るだけ他の人に見せたくなかったのか、ナンパなどを防ぎたかったのか、俺は入り口付近で待っていた。俺狭量過ぎないかな？ 
 
    「あ、お待たせ。カツくん待ってなくてよかったのに」 
 
    「あ、いや……ちょっとね」 
 
    　俺は誤魔化した。恭子さんの浴衣姿は……最高に綺麗だった。胸が強調され既にエロい。濡髪も何故か心を落ち着かなくさせる。すっぴんの恭子さんはすごく綺麗で、俺はどちらかというとこの方が好みだった。 
 
    「ちょ、あんまり見ないで。すっぴん恥ずかしいから」 
 
    　どうやら見過ぎたらしい。俺の視線はすぐに見つかってしまった。ガード（？）の甲斐あってか部屋には何事も無く戻れた。温泉の次は食事。部屋食だった。今度はテーブルに向かい合わせで座った。広いテーブルに食べきれない量の料理が並んでいく。これまたテンションが上がる。「ザ・和食」って感じ。刺身、てんぷら、茹でガニ、真しん薯じょ（？）、お吸物、ご飯……恭子さん相当奮発してるよな⁉　これお金、大丈夫なの⁉ 
 
    　一番面白いのは、紙の鍋の中にダシと魚の切り身などの具が入っている鍋料理。下から固形燃料で炙っているのに紙が燃えたり穴が開いたりしない。紙なのにちゃんと鍋の器として機能している。 
 
    「紙の温度は２００℃とか３００℃とかにならないと火がつかないそうなんですよ。中にお出汁が入っているから、１００℃以上にならなくて燃えないんです」 
 
    　若い仲居さんが固形燃料に火を付けながら教えてくれた。澱よどみなく言えるあたり、何度も客に説明しているのだろうと思った。 
 
    「あ、お酒ってどんなのがありますか？」 
 
    「おビールと日本酒と…」 
 
    「日本酒はどんなのが⁉」 
 
    　恭子さんが日本酒に喰いついた。彼女は飲むとエロエロ・モードになってしまう…… 
 
    「地元のお酒で辛口のものがお勧めです。和食に合うんですよ」 
 
    「じゃあ、それを」 
 
    「では、すぐにお持ちしますね。先にお食事を召し上がっててください」 
 
    「あ、はーい。お願いしまーす」 
 
    　仲居さんは行ってしまった。 
 
    「さすが接客業、仲居さん感じいいね」 
 
    「確かに」 
 
    　出しゃばらずに適度に世間話ができるって意外と難しいかも。あと笑顔が気持ちいい。 
 
    「ああ言ってたし、お料理先にいただきましょうか」 
 
    「そうだね」 
 
    　恭子さんの提案で食べ始めた。 
 
    「「いただきます」」 
 
    　恭子さんは、お吸物から食べ始めた。 
 
    「あ、お吸物美味しい」 
 
    　美味しいものを「美味しい」って言える人いいよな。理想が恭子さんなのか、恭子さんが理想なのか、それが問題だ。 
 
    「恭子さん…今日、ずっと考えてたんだけどさぁ」 
 
    「なに？」 
 
    　食事しながら俺が話しかけた。 
 
    「恭子さんって可愛いよね」 
 
    「（ぶっ）なっ、なに言っちゃってんの⁉」 
 
    　恭子さんがおしぼりで口を拭う。 
 
    「ほっ、褒めたって美味しい料理しか出てこないわよ？」 
 
    　それでもちょっと照れてるのが可愛い。その後、気を取り直して、鍋の魚を取ろうとお箸で摘まんだ。 
 
    「俺達、結婚しようか」 
 
    （ぼと…）恭子さんがお箸で掴んでいた魚が鍋に落ちた。顔が固まってる。 
 
    「は？　え？　えと、えと、えと、え？　ええ⁈」 
 
    　なんかお箸を持ったまま、慌ててる。恭子さんがちょっとバグってしまった。 
 
    「おねっ、お姉さんアラサーだよ⁈　カツくんと歳１０こくらい違うよ⁉」 
 
    「ちょっと待ってくれたら追いつくけど？」 
 
    「待てないよぉ」 
 
    　あぁ、俺の小ボケがスルーされた。 
 
    「それに、無職透明だよ？」 
 
    「無職だけど、透明ではないよね？」 
 
    　しまった。恭子さんのボケもうまく拾えない。 
 
    「カツくんが就職するころにはお姉さん３０超えちゃうよ？」 
 
    「ちょっと待たせちゃうかもだけど……恭子さんを幸せにする役は誰にも譲りたくないんだ」 
 
    「（すん、すんっ…）」 
 
    　恭子さんがおしぼりを目元に当てて、すすり泣き始めてしまった。 
 
    「（ぐずっ）うん、うん、うん…うん…」 
 
    　おしぼりで目元を押さえながら「うん」しか言わなくなってしまった。またバグった⁉ 
 
    （ガラっ）「お酒お待たせしました～」 
 
    　そこに仲居さん登場。部屋に入るや否や「あっ」って顔をした。変な空気の室内をいち早く察知したのだろう。 
 
    「カレシさん、仲良くしないとダメですよぉ。綺麗なカノジョさんが泣いてますよぉ」 
 
    　できるだけお客さんを刺激しないように嗜たしなめ、恭子さんの味方をしてくれたみたいだ。      
 
    「あ、今、結婚しようって言ったら、その……泣いちゃった感じで……」 
 
    「まあ！　まあまあまあ！　まーあ！　それはそれはー！　おめでとうございまーす！」 
 
    　一転、仲居さんが満面の笑顔で祝福してくれた。恭子さんの背中に優しく触れた。彼女は相変わらず「うん」しか言わない。 
 
    「あ、私、板長に言ってデザートをサービスで豪華にしてもらうようにしてきますね♪」 
 
    　ぴゅーといなくなった。どっちかというと逃げて行った。またも空気を読んで退室したのだろう。コースについていたデザートは豪華にしてもらえるのかもしれない。その後、恭子さんが首に抱き着いてきたので、しばらく頭をなでていた。 
 
    「カツくんは、お姉さんをどうしようとしているの⁉」 
 
    「どうって…幸せに？」 
 
    「うー……馬鹿。カツくんがいじめる……」 
 
    　また泣き始めちゃったよ…… 
 
    「アラサー女に結婚しようとか言ったら、全財産渡すからね！」 
 
    「それは普通にダメだろう。俺は結婚詐欺か何かなのか」 
 
    「これでカツくんに振られたら、お姉さんもう生きていけないから」 
 
    「なぜ、振られる前提⁉」 
 
    　その後、恭子さんは泣きながらご飯を食べていた。なんか変な罪悪感を感じてしまった。もうちょっとタイミングを考えるべきだったか？　だって、いま言いたくなったんだもん。しょうがないよね。 
 
    　＊ 
 
    　夜は盛り上がった。浴衣の恭子さんは、すごく魅力的だった。温泉から帰ってきた時、すぐに触りたくなっていたのだけど、我慢していた。旅館というシチュエーションが良かったのか、考え無しの俺のプロポーズが良かったのか、すごかった。浴衣は着崩れると、これはこれでいいものだ。胸元の谷間は目が吸い寄せられる。脱がしていっても帯があるので、ずっと「脱ぎかけ」みたいになる。これが萌える！　俺は脱ぎかけフェチだったのかもしれない。恭子さんもすごく積極的で、俺も凄く頑張ってしまった。 
 
    　いつもの様に恭子さんがまだ余韻を引きずっているのか動けない時にふと思った。そう言えば、プロポーズの答えってもらったか？　何も言わないのは肯定……でいいのかな？　と。 
 
      
 
    §　俺の家庭の事情 
 
    　旅行二日目は、町中を観光して回った。温泉地には「地獄」と呼ばれる自然湧出の源泉があった。一定時間ごとに温泉が吹き上がる「龍巻地獄」とか、粘土質の水面にボコボコと大きな泡が次々発生しては破裂する「坊主地獄」、真っ赤な温泉「血の池地獄」などがあった。 
 
    「『地獄』面白いね」 
 
    「ついに、カツくんと地獄に落ちたよ」 
 
    　恭子さんがけらけらと楽しそうに笑っている。 
 
    「俺は恭子さんがいたら地獄でもいいけど？」 
 
    「もうね、そうやってアラサーのお姉さんにストレートなやつをぶつけてくるのは反則だから！」 
 
    　自虐的にアラサーとか言ってるけど、まだまだ２０代だし。子供っぽい同級生よりもエロいし、綺麗だし、俺は年上好きなのかもしれない。 
 
    「あ、ねえ、『温泉たまご』だって」 
 
    　温泉の中にたまごを沈めてゆで卵にしたその名も『温泉たまご』。普通の温泉たまごって白身が柔らかいけど、ここのは普通のゆで卵の固さだった。ただ、硫黄のにおいがすごい！　こんな風な地元ならではの物はなんとなく面白くて良い。言ってみれば、ただのゆで卵なのに、良い物のように感じてしまう。 
 
    「こっちは、『地獄蒸しプリン』だって！」 
 
    　今度は、温泉の蒸気で蒸したプリンらしい。名前が……おみやげには良さそうだ。恭子さんと食べてみたけど、甘すぎないし、普通に美味しいプリンだった。 
 
    「カツくん！　これおみやげに買って帰ろうか」 
 
    「ん？　うん、そうだね」 
 
    　誰へのおみやげだろうか。自分達のかな、とあまり深くは考えなかった。 
 
    「『地獄蒸しプリン・ストラップ』発見！」 
 
    　もう、みやげ物屋！　どんだけ「地獄蒸しプリン」を推してんだよ⁉ 
 
    「ほらほら、見てみて♪　お姉さんこれスマホに付けよう～。カツくんは？　ペアにする？」 
 
    　そう言われたら急に価値が上がる。ペアにしたい。でも、今時、鈴が付いているストラップって……昭和か！　色々ツッコめて面白いと言えば、面白い。 
 
    　＊ 
 
    　昼過ぎまで「地獄めぐり」をして、地元で有名だという「地獄蒸し料理」を食べた。これはせいろに野菜や魚介、牛肉などを入れて、温泉の蒸気で蒸した料理らしい。温泉のにおいがして美味しく感じる。雰囲気だとは分かっていても、目の前に恭子さんがいて、料理がおいしくて、それだけあれば最高に楽しいに決まっている。 
 
    　その後は、またドライブしながら、寄り道しながら帰った。今日も天気が良くて、見晴らしもいい。外は暑いのだけど、少し窓を開けて風を楽しみたい気分だ。 
 
    「カツくん、以前少し聞いたけど、お家でなにがあったの？」 
 
    「……」 
 
    　帰りの途中、車中で恭子さんがふいに聞いた。 
 
    　多分、これがこのドライブの本題だろう。俺の家庭事情について聞いてきた。 
 
    「話しにくい内容？」 
 
    「そういう訳じゃないけど、恥ずかしい話……なんだ」 
 
    　別に恭子さんに隠す必要はないので、全部話そうと思った。むしろ、恭子さんに話せない内容の話はない。色々な問題の根本ともいえる「家族仲問題」の原因を。それは、高校に入った後のことだった。俺は、珍しく夜中にトイレに起きた。変な時間に寝落ちしたことが原因だろう。夜も遅いので寝ている家族を起こさないように、音をさせずに廊下を歩いた。リビングのドアは少し開いていた。以前猫を飼っていたのでその時の名残でうちの家族はリビングのドアを少しだけ開けておくのが常だった。夜遅くに父親と母親が晩酌していたのかもしれない。その時に聞こえてしまったのだ。 
 
      
 
    ―――俺が父親の本当の子供ではないという事が。 
 
      
 
    　何度も聞き違いだと思った。聞き違いだと思おうとした。しかし、リビングから聞こえる話の内容から、間違いないと感じた。それまで当然あの家の子供だと思っていたし、琴乃の兄だと思っていた。盆、正月には両親それぞれの実家にも行っていた。祖父母にも普通に可愛がられていたと思っていた。それが実は違っていたのだ。 
 
    　では、俺は誰の子供なんだ⁉　会話の中で「今頃なにしてるんだろうな」と父親が言っていた。要するに、父親と俺の本当の父親は面識がある可能性が高い。この会話の内容から母親も本当の親でない可能性が出てきた。俺の父親が別にいるのだから、別の男性の子供を父親と共に育てるというのはおかしな話だ。再婚の可能性はあるけれど、それなら隠す必要はないはず。何かがおかしい。 
 
    　自分の出自が分からなくなると、俺は自分自身を維持できなくなった。何かを隠し続けて何食わぬ顔で生活する両親が信用できなくなり、人間誰でもそうなのかと全てが信じられなくなった。それと同時に、何も手につかなくなり勉強の方も成績を落としていった。家族とも友達ともあまり話せなくなった。完全に無口になると、逆に構われるので、話しかけられた時だけ、最低限答える癖がついた。こうすることで会話にはトラブルが起きない。トラブルが起きないので、そのまま何もなく時間は流れていく。誰とも関わりなく、何も変わらないままに。言ってみればただそれだけ。俺が両親の子供でない事実は変わらない。出自が分からない自分を恥じているだけで、誰が悪い訳ではない。俺は迷惑をかけないように高校卒業と共に家を出て一人で暮らそうと思っていただけだ。 
 
    　こんな問題は、恭子さんでも花音でもどうしようもないのだ。タイムスリップでもして、俺が両親に引き取られる前に本当の両親の何かしらのトラブルを解決するしかない。そんなファンタジーは現実世界では絶対に起き得ない。突然足元に魔法陣が光り輝いたりしないし、目が覚めたら３０年前だったとかはあり得ないのだ。一通り、自分の恥ずかしい話をした。そんな出自が分からない男がカレシで恭子さんには申し訳ない気もした。 
 
    「なるほどねぇ。そんなことがあったんだ」 
 
    　恭子さんはハンドルを握ったまま、視線も前を向いたままだった。恥ずかしい自分を見られるのは嫌だったので、恭子さんの気遣いだったのかもしれない。すぐ横にいてくれるし、車は密室だし、顔を合わせて話さなくてもおかしくない場所。たしかに、ドライブは……車の中は最適だった。 
 
    　しかも、身体を合わせた恭子さんになら俺も話せる。お互い恥ずかしいところなら既に見せあった仲だ。恭子さんの一言は「受け止め」ではあったけど、「同情」ではない。そのちょうどいい距離感も俺には救いだった。彼女に同情されてしまったら、出自を変えられない俺は彼女と対等に付き合っていくことは出来なくなってしまう。 
 
    「実は、カツくんの問題の解決はそんなに難しくないと思ってるよ？」 
 
    　俺にとっては信じられない言葉だった。 
 
    「今のお父様とお母様のこと好き？　嫌い？」 
 
    　そんな答えが出せるのならば、こんなに拗らせていない。デジタルのように０か１では答えられない問題も人間にはある。 
 
    「ちょっと意地悪だったかな？　カツくん自身の悩みは、ご両親は好きだけど、信用できないところがある。尊敬できるところもあるけど、それをどこか認められない……ってとこじゃないかな？」 
 
    　恭子さんも花音のように俺の心を読む人か⁉　ただ、俺が言葉にできない、答えを出せないようなモヤモヤしたものを整理した言葉にも思えた。俺の心では白と黒の絵の具がある場所で混ざり合い、灰色の部分や黒が強い部分など複雑な混ざり方をして、あるところでは全然混ざっていない黒や白が存在して、全体的に一様でない複雑な色を成していた。恭子さんの言葉は、その色の部位ごとに名前を付けてその色の存在を許すような、存在を認めるような、そんな言葉だった。俺の気持ちを何一つ変えずに、認めてくれたみたいな。自分ではできない作業だったと言える。なにせ、俺はこの複雑な色を白か黒か、はたまたグレーか、１色にしようとしていた様なものなのだから。 
 
    「お姉さんとしては、カツくんをお宅に帰すか、帰さないかだと思うの」 
 
    「……」 
 
    　もしかしたら、家に帰されてしまうかもしれないという漠然とした不安が心に浮かんだ。 
 
    「カツくんはまだ高校生だし、一旦お宅に戻るのが現実的かなと思っていて、悪いお姉さんとしては、何とか今の生活を維持できないかな、と思っているって訳」 
 
    「俺もそっちの方がいいな！」 
 
    　前を見ながら運転したまま、恭子さんが口元だけで笑顔を作った。 
 
    「夏休み中に、一度カツくんのお宅に行って、ちゃんとご挨拶して、お話を伺わないと、と思っているのよ」 
 
    「恭子さんが家に？」 
 
    「あら？　不満かしら？」 
 
    「いやいや、そんなことないけど。なんか意外で」 
 
    「『当たって砕けろ』じゃないけど、この問題は一度ちゃんと向き合う必要があると思うの。最悪の時は……お姉さんと一緒に駆け落ちしましょう」 
 
    　恭子さんは冗談っぽく言った。俺はこのまますぐに駆け落ちでもいいと思ったほどだ。 
 
    「だから、まずは、今日はファーストコンタクトだけね」 
 
    　恭子さんはそう言うとルームミラーで後部座席を見た。後部座席には、さっき買ったおみやげの地獄蒸しプリンの紙袋が置かれていた。 
 
    　＊ 
 
    　外はもう暗くなっていた。なんだか心細い時間、普通の人は自宅に帰る時間だ。みんな帰るべき家に歩いている。今向かっているのも家だけど、俺が帰るべき家ではない。あの家を出てからどれくらい経っただろう。なんだか変な感じだ。 
 
    一日中運転していた恭子さんも疲れただろう。レンタカーを返したらマンションに戻る前に外食しようか、などと考えていた。その時に言われたのだ。 
 
    「カツくん、カツくんの家ってどこら辺？」 
 
    「ん？　うち？」 
 
    「そう、案内ナビして」 
 
    　言われるがままに案内すると、恭子さんは俺の自宅の前に自動車を止めた。 
 
    「じゃあ、これを玄関先で渡して」 
 
    　そう言って、地獄蒸しプリンの袋を手渡してくれた。一瞬、家に帰れと言われるのかと思ったけれど、そうではなかったらしい。どんな意図があるか分からないけれど、恭子さんの考えることだから、間違いはないのだろう。俺は家の鍵を持っているけれど、玄関チャイムを押した。 
 
    『はい』 
 
    　インターホンから聞こえた声は母親のものだった。 
 
    「あ、俺。ちょっとドアを開けてほしいんだけど」 
 
    『ええ⁉』 
 
    　これでは完全にオレオレ詐欺だ。インターホンが切れてからしばらく間が開いたのだが、警察に通報とかしてないよな……数秒してガチャ、と玄関扉が開けられた。そこには不安げな顔の母親と琴乃の姿があった。母親は少し痩せただろうか。頬がやつれていた。 
 
    「将尚！」 
 
    　俺は無言だったし、表情も作れないでいた。 
 
    「これ……おみやげ」 
 
    　地獄蒸しプリンの紙袋の取っ手を持ち上げて袋を見せた。呆気にとられる母親と琴乃。足音で父親もリビングから玄関に歩いてきているのが分かった。 
 
    「おみやげって……」 
 
    　紙袋を受け取りながら、母親がそう言った時、俺は無意識に外で待っている恭子さんの方に視線を送った。その視線に気づいたのか、母親、琴乃が玄関先まで出てきた。気圧される形で俺も玄関前まで下がった。家の外にはレンタカーが停まっていて、恭子さんは自動車の運転席側に立っていて、無言でお辞儀をした。母親もそれに合わせ深々とお辞儀をした。父親も玄関前まで出てきて恭子さんの方を見ていた。俺は、「じゃあ、これで」と言って、門扉を出てレンタカーの助手席に乗り込んだ。 
 
    　恭子さんはもう一度深くお辞儀をした後、運転席に乗り込んだ。車は発進して、振り返って見える家は小さくなっていった。家の前には、俺達の車が見えなくなるまで玄関前に立っている三人がいた。 
 
    「恭子さん、なんだったのこれ？」 
 
    　俺は訳が分からず聞いた。 
 
    「たまには顔が見たいじゃない？」 
 
    　笑顔でそれだけ言ってそれ以上は教えてくれなかった。 
 
      
 
    

  

 
  
    
 
    §　健郎＆明日香のお誘い 
 
    久しぶりに家に帰って、おみやげだけ渡して帰るという訳の分からない行動をした日に健郎からメッセージがきてた。 
 
    『明日ひま？　久々にカラオケ行こうぜ』 
 
    　確かに、健郎と明日香とは何度かカラオケに行ったことがあった。俺はあんまり歌わないのだけれど、あの二人とならカラオケも悪くない。明日香の「まちぶせ」は十八番おはこらしく毎回歌うので、俺も気に入っていた。明日香の元気いいっぱいに待ち伏せする、明るすぎるストーカーみたいなのが好きだった。 
 
    　ちょっと待てよ。あいつら部活の試合はどうなったんだ？　夏にはインハイインターハイがあるって言ってただろう。 
 
    『俺も明日香もすぐ負けた』 
 
    　負けたんかーい！ 
 
    　普通なら、３年の夏に試合に負けたらそのまま引退だろう。慌てて受験勉強を始めるところだろうが、おおらかな性格の健郎のことだ、「夏休みは遊ぶ！」とか考えたのだろう。明日香も「１日くらいは大丈夫」とか甘いことを考えたのかもしれない。俺も厳しく考えているようだが、夏休みに入ってから、恭子さんと花音と一緒に遊園地で遊んだり、恭子さんと温泉旅行に行ったり、全然受験生の夏休みじゃなかった。 
 
    俺が辛い時に彼らの存在はとても大きかった。その二人からカラオケに行こうと言われたら俺は断れない。別に俺の意志が弱いからではない。人情だからだ。 
 
    「カツくん、誰かに一生懸命言い訳している時の顔をしているよ？」 
 
    　スマホを握りしめて真剣に考えていた時、コーヒーを飲んでいた恭子さんにツッコまれた。花音の時と同じパターンだ！　やっぱり俺は色々顔に出やすいのか⁉　それともこの二人は特殊能力を持っていて⁈　…馬鹿なことは考えないようにしよう。 
 
    「恭子さん、明日、健郎たちとカラオケに行くんだけど、一緒にどう？」 
 
    「えー？　ＤＫ（男子高校生）とＪＫ（女子高生）の集まりでしょ～⁉　お姉さんやめとくー」 
 
    「え？　なんで？　一緒に行こうよ」 
 
    「今日は運転で疲れたし、高校生のエネルギーについて行けないと思う」 
 
    　振られてしまった。運転で疲れたのは本当だろう。後で調べてみたら、２日で３００ｋｍくらい走っていた。俺は免許がないから分からないけど、大変かな？　まあ全ての交友関係を共有しなくてもいいか。高校のメンバーの時は高校のメンバーで集まり、恭子さんと出かける時は恭子さんと出かければいいだけだ。 
 
    「じゃあ、明日、俺ちょっと行ってくるよ」 
 
    「元気ね～。いってら～」 
 
    　＊＊＊ 
 
    　それで翌日、待ち合わせ時間にカラオケに直行していきなり事件だよ。健郎からの「６０５にいる」ってメッセージを見て、カラオケボックスの６０５号室に直行したら、部屋に思ったよりいっぱい人がいた。健郎＆明日香はもちろん、委員長がいて、さらに…… 
 
      
 
    　花音までいた。 
 
      
 
    　先日、送って行った時にキスされたから……ちょっと気まずいんだよなぁ。大体、俺含めて５人じゃん！　その時は５人で行くって知らせてくれよ！　帰ったら恭子さんに怒られるわぁ。部屋は１５人は楽に入りそうなゆったり広い部屋。夏休みとはいえ、平日の朝だ。そうそうカラオケ屋が混み合うとは思えない。余裕のある部屋をチョイスできたのだろう。部屋の中央には長テーブルが２つ付けて置かれていて、それを取り囲むようにソファ状の椅子が設置されていた。部屋の半分くらいは空きスペースでステージこそないが、そこで立って歌うことができるようになっていて、そこから見える壁には大画面のモニターが設置されていた。 
 
    「よ！　将尚来たな！」 
 
    　健郎はグレイのパーカーに紺のジャケット、カーキのチノパン。なんかカッコイイ。背が高いから何を着ても似合う感じ。 
 
    「おはよ～、ご飯食べた？」 
 
    「まあ、一応……」 
 
    　店のオープンが１０時だったので、朝ごはんは食べてきた。なぜ明日香は、着く早々ご飯の話を⁉　そんな明日香は、ブラウン系の凄くダボダボした服を着ていた。掌は半分くらい袖で隠れていて、これはこれで可愛い感じ。襟首辺りも余裕があるデザインで、ショートカットという事もあり、項うなじの辺りがごっそり見えて結構ドキドキする。 
 
    　ダボダボシャツからは直接脚が見えるので、多分ショートパンツなどを履いているのだと思うけれど、何となくなにも履いていないように見えてエロい。 
 
    「将尚おはよう」 
 
    「おはよう」 
 
    　花音はクールビューティモードらしい。前髪はピンで留めてある。ちょっと印象が変わって新鮮。白っぽいワンピースでノースリーブ。ワンピースは生地がすごく薄くて下に着ている黒い服が透けて見えていた。鞄とサンダルも黒系でコーディネートされていた。 
 
    　単なるシースルーだと思っても、なんかエロいよな。つい見てしまうんだけど……めちゃくちゃ可愛い……こいつ、絶対自分の可愛さを知っていて、最大限に攻撃力がある服を選んできたに違いない。 
 
    「武田くん……おはよ」 
 
    「おはよ」 
 
    　委員長はちょっと控えめ？　まだ少し申し訳なさを醸し出している。俺がいるって知っていただろうに、よく来たなその感じで。黒系のシャツにブルーのジャケット、タイトジーンズのパンツでいつもの髪留めはなく、その代わりにオレンジのカチューシャが頭に付けられていた。なんかピッシリしていて委員長らしい服装だった。 
 
    「これで全部？」 
 
    　俺は健郎に恐る恐る聞いた。 
 
    「おう、声かけたやつ全部来た！」 
 
    　健郎、頼む。声かけたやつ全部を事前に知らせてくれ。俺は、陽キャじゃないんだから、来るときにマインドセット（心構え）が必要なんだよ。 
 
    「ね？　ね？　ここみんなで割り勘なんだけど、パンケーキセット注文していい？　注文していい？」 
 
    　明日香が前のめりで聞いてきた。メニューの写真を見せてくるのだが、大きな皿に分厚いパンケーキが５段は乗っていて、上には色々なベリーが大量に乗っていた。生クリームとメイプルシロップもたっぷりで、俺の場合見ただけでお腹いっぱいなメニューだ。明日香達が数人がかりで食べるんだろうと思って、Ｖサインを出してＯＫした。 
 
    カラオケは順調にみんな歌っていた。広いからすぐ横に座ったら会話もできる。平日昼間だから６時間まで１０００円で、学割が利いて８００円なので今日は１日ここにいることになりそうだ。エアコンも効いているし、電源もWi-fiもあるし、ジュースは飲み放題。住めるな。 
 
    ちなみに、冒頭で注文したパンケーキは女性陣３人でシェアしたら一瞬でなくなった。余ったときの心配を一瞬でもした俺は無知だった。みんな最新の曲を歌ったり、定番の曲を歌いあげたり、楽しみ方を知っているようだ。俺も明日香の「時の流れに身をまかせ」を久々に聞けたので満足だ。歌い終わったら、明日香が俺の右横に座った。 
 
    「将尚くん、私が歌ってる時、なに気に私のこと見てるよね？　好きなの？」 
 
    　明日香の歌は好きなんだが、どう答えるのが正解なのか……腕組みして考えてしまった。 
 
    「マジか⁉　将尚、いくら将尚でも、明日香はやれんぞ！」 
 
    　健郎、お前は彼女の父親なのか⁉　明日香を奪っていくことはないからしっかり捕まえておいてくれ。ラブラブのお前たちの間に割って入る勇気など俺にはない。健郎と明日香は移動して一緒に次の曲を探している。デュエットでもするのだろうか。 
 
    「あ、私、ここ邪魔してる⁉　ちょっとおトイレ行ってくるね！」 
 
    　そう言って、俺の左隣に座っていた委員長がトイレに行った。それを見計らってか、横に花音が座った。 
 
    「昨日、恭子と旅行に行ったのね。どこに行ったの？」 
 
    　開口一番それ？　何故それを知っている⁉　恭子さんか⁉　恭子さんが花音に伝えたのか⁉ 
 
    「ちなみに、どの辺を見てそのように思われたのでしょうか……」 
 
    　俺は腰が低いサラリーマンの様な口調で、花音にどこを見てそう思ったのか尋ねてみた。今後、色々と悟られないために参考にしたいのだ。 
 
    「まず、将尚はここ数日で少し焼けたわ。数日間の天気と紫外線の量から、概ね午前中の約４時間に外にいたと推測できるわ。午前中に４時間も外にいるのならば、この時期も考慮に入れて恭子とドライブか旅行ね。２日目の午前中と考えるのが自然でしょう？　なら、旅行。最近の自動車の窓ガラスはＵＶカットがフロントガラスでカット率９９％以上、サイドのガラスで９０％以上と考えれば、移動中はほとんど焼けないわ」 
 
    　……ダメだ。俺、花音に何かを隠すこととかできないわ。何も言ってないのにこれだけの情報を拾っている花音がすごいのか、何も言っていないのにこれだけの情報を垂れ流している俺がダメなのか。 
 
    「ちなみに、移動時間は３～４時間だから、休憩時間も考慮したら、移動先は駅前から片道約１５０ｋｍで候補は３か所程度。これ以上絞るには情報が足りないから、将尚に聞けば分かると思ったわ」 
 
    「分かった！　分かった。もういい。俺は花音に隠し事なんてできない男ってことが分かった」 
 
    「……」 
 
    　俺はちょっと自分に幻滅してため息をついた。 
 
    「嘘」 
 
    「ん？」 
 
    「昨日、恭子からメッセージが来たわ。将尚と旅行に行ったって。悔しいから……意地悪してもっともらしいことを言っただけ。私をそんな怖い女って目で見ないで……」 
 
    　俺の左腕の袖を親指と人差し指で摘まむようにして、花音が弱々しく言った。普段の自信満々の姿はどこに行ったんだ。花音は俯うつむいたまま表情は読み取れない。部屋内で、誰かが歌っているのに、誰も俺と花音に話を振らない。絶対みんな変な勘違いして気を使ってるだろ！ 
 
    　違う！　違うんだ！　俺と花音はそういう関係じゃない！ 
 
    　ただ、花音がこんなにしおらしいと逆に気になってしまう。俺は横を向いて、花音が摘まんでいる指に手を添えて言った。 
 
    「俺は花音を怖がってなどいない。ただ、お前が優秀過ぎていつも驚いているだけだ」 
 
    　花音は何も言わず俺の反対側を向いてしまった。また俺は期待外れのことを言ってしまったのだろうか。 
 
    　ガチャ、と花音が向いている方向の扉が開けられ、委員長が戻ってきた。開けた瞬間愕然とした顔をしていた。 
 
    「なななななななななに⁉　藤倉さん……その顔…めちゃくちゃ可愛い……」 
 
    　委員長が真っ赤になって腰砕けになっていた。 
 
    「なに？　花音、どんな顔してるの？」 
 
    　花音の顔を見ようと回り込むが、全然違う方向を向かれてしまった。顔が真っ赤なのは一瞬分かったけど、顔が見えない。可愛い顔ってどんな顔⁉　普段から整ってて可愛いけど、あれにさらに上があるの⁉　俺がなんとか、花音の顔を見ようとしてたら、少し離れたところにいた健郎も真っ赤になっていた。どうした、健郎。 
 
    「ヤバイ、おれ、ちょっと藤倉さんに惚れたかも……笑顔にやられたかも……」 
 
    「ちょ！　健郎しっかりして！」 
 
    　明日香が健郎の視界を遮りながら正気に返そうとしている。なに？　花音笑顔なの？　その、人の人生を狂わしそうな笑顔ってどんなの⁉　俺も見たいんだけど！　 
 
    　結局俺だけその可愛いと評判の花音の笑顔を見れず、みんなは歌を再開した。ここ数時間での女子間の連帯感が半端ない。 
 
    「藤倉さん！　これから花音ちゃんって呼んでいいかな？　私のことも明日香って呼んで！」 
 
    「私もそう呼びたい！　私も弥生やよいって呼んで！」 
 
    「ん」 
 
    　花音が珍しく押されている。委員長は、上月かみつき弥生やよいという名前だったのか。正直、今初めて知った。なんか三人で抱き合って自撮りしてるんだが……どういう心境の変化なんだよ。　 
 
    「花音ちゃん！　私、めちゃくちゃ応援してるから！　健郎も協力させる！」 
 
    「わたっ、私も応援してる！」 
 
    「ありがと」 
 
    　なに？　何があったの？　花音がめちゃくちゃ応援されてる。あいつは何を応援されているんだ。 
 
    「よかったな。将尚、協力者が増えて」 
 
    　俺の横で健郎がしみじみ言った。花音の協力者が増えた事か？　まあ、あいつが孤立しているよりは友達が多い方がいいからな。何を応援しているのかは知らないけど、応援してもらえるってのはいいことだろう。 
 
    ＊＊＊ 
 
    　カラオケの６時間は長いようで、振り返ると意外と短い。制限時間になって外に出ると既に夕方だった。 
 
    「゛あ゛あ……もう、ご゛えがでだ゛い……」 
 
    　健郎が掠れた声をさらに掠れさせて言った。ハスキーボイスは、これはこれでニーズがありそうだった。カッコイイやつはどうやってもカッコイイのか⁉ 
 
    「健郎、飴あるけど食べる？」 
 
    「マジ⁉　明日香、用意がいいな！　食べる食べる！」 
 
    　そんなカップルのイチャイチャを見せられていると…… 
 
    「あ！　ねえねえ、作戦会議！　作戦会議しよう！！」 
 
    　委員長が急に健郎と明日香に声をかけ、帰る方向に誘導して行った。すごく不自然だから、俺と花音に気を使ったのだろうな。委員長は勘違いしていて、俺と花音をなんとかくっつけようとしているから。 
 
    「お、おい！　なんだよ⁉　委員長！　うわ！　将尚、じゃ、じゃあな！　また！　メッセ送る！」 
 
    「おう！」 
 
    　委員長に引っ張られて健郎＆明日香が連れて行かれてしまった。俺は手を振って見送った。また若干思い込みが激しい委員長の暴走だとは思うけれど……今回は特別、害がある訳じゃないので、俺としては積極的にどうにかしなくても気にならない。元々最低限しか接触しないようにしていた訳だから。 
 
    「ちょっと話せない？」 
 
    　花音はあの屋上前に立っている時のように腕組みをしながら言った。これが彼女の素なのだろうか。カラオケ店での真っ赤になったあの横顔が忘れられない。真正面からは見れなかったけど。俺は花音に伝えなければならないことがあると思い。その誘いに乗っかった。 
 
      
 
    

  

 
  
    
 
    §　花音の心配と天丼 
 
    健郎＆明日香と委員長、花音と俺の５人でカラオケに行った帰り、花音から時間は無いかと誘われた。なんでも花音はすごくかわいい表情をしていたという事だったが、俺だけそれが見れなかった。 
 
    クラスではクールビューティで通っている花音だから、普段はあまり感情を表情に出さない。それは彼女の本質ではないと思っていたけれど、そのかわいい顔というのが花音の素の顔ならば是非見てみたい。 
 
    そして、クラス内でそういった表情が出せるようになるのならば、俺としてはどこか嬉しい気持ちもあった。それは花音がクラスに溶け込んだという表れでもあるのだから。少し残念な気持ちもあるけれど、これは俺が狭量だからだろう。 
 
    　ちょくちょく誘ってくる花音に言わないといけないことがある。俺は旅行に行って、恭子さんにプロポーズまでした男だ。ここでフラフラするのはよくない。恭子さんと花音の両方に失礼になる。ここで全てを話して、恭子さん一筋で行くことを伝えようと思った。 
 
    　向かった先はファストフード。１階から５階まで１つのお店で、注文は１階。２階から５階はイートインスペースになっているタイプのお店だった。平日夕方の微妙な時間だったため、５階の窓際のカウンター席は完全に空いていて誰も座っていなかった。テーブル席は１０卓ほどあったが、２卓しか埋まっていないようだ。５階のカウンターは全面がガラス張りで、見下ろすと下には街を歩く人がたくさんいた。みんな忙しそうなのにここだけ静かで、都会の中の隠れ家みたいな気がした。花音にあのことを言うにはちょうどいい。 
 
    俺はカフェオレ、花音は紅茶を注文した。テーブルの上にはトレイ１つとそれぞれの飲み物が目の前に置かれていた。 
 
    「……」 
 
    「……」 
 
    　なんとなく無言。俺は熱すぎて飲めないカフェオレのふたを開けて、早めに冷やすことを考えていた。 
 
    「自動車ね。恭子も考えたものね」 
 
    「ん？」 
 
    「顔を向き合わないで、個室で、込み入った話ができる場所。私だとファストフード店ここくらいしかなかったわ」 
 
    　俺が恭子さんに色々話した場所のことを言っているのか。確かに高校生の俺達にとって、車で移動中に相談事をするなんて発想は出てこない。仮にタクシーなどを考えたとしても、車と言えば必ず運転手がいるわけだから。思い付いても実行することができる可能性が低いことだってあるだろう。 
 
    花音は有能だが万能ではない。こういったところが「できないこと」なのかもしれない。 
 
    「将尚、多分お盆休みくらいまでには恭子が何とかすると思うから、もう少し頑張りなさい」 
 
    　若干また期間が「夏休み中」から「お盆休み」に短くなってるような気がするけど、ここはツッコんだら負けなのか？　ずっと夏休みの俺達に「お盆休み」が関係あるのかも分からないけど、帰ったら色々恭子さんに教えてもらうか。 
 
    「夏休み中は模試もあるのよ？　そっちでも勝負してみる？」 
 
    　冗談じゃない。中間、期末テストは過去問があるので８割くらいは問題が分かってる。それでも花音に勝つには全力でやっても２０点も３０点も手加減してもらわないと勝てないのに、模試とかなったら範囲が広すぎて勝てる訳がない。 
 
    「俺が花音に勝てる訳ないだろ」 
 
    　両手をすしざんまいして降参のポーズをした。 
 
    「あら、じゃあ。今度の模試で私の志望校のＣ判定を出したら、２学期中間の勝負をしなくてもいいようにしてあげるけど？」 
 
    「ホントか⁉」 
 
    「しかも、今回の模試は、範囲のメインがこの間の期末テストと近いから手も足も出ないってことはないはずよ」 
 
    　Ａ判定とか、Ｂ判定なら無理でも、Ｃ判定くらいなら……正直、２学期中間でまた花音に勝てる気はしない。ところが、Ｃ判定を取ればいいだけとなれば、ハードルは下がった気がする。 
 
    「時期的にもお盆休み直前くらいにあるテストだし、ちょうどいいんじゃないかしら？」 
 
    「そうか。いや、ちょっと待て。何をどう勉強したらいいんだ⁉」 
 
    「ふぅ、全く将尚は……これまで受験勉強って全くやってこなかったんでしょ？」 
 
    「まあな」 
 
    　家から出ることしか考えていなかった。将来を考え始めたのは恭子さんとのことを考え始めてからだ。 
 
    「これを飲んだら、下の本屋でちょうどいい問題集を教えてあげるから、それを夏休み中やったらどうかしら」 
 
    「うーん、俺にできるかな……」 
 
    　今まで問題集を１冊やり上げたことってないんだよなぁ。そんな熱意はなかったし。恭子さんのためにも大学に行くって決めたけど、なにをどう頑張ればいいのかは先送りになっていた。 
 
    「受験範囲が１０日間で復習できるものだから、将尚でも頑張れるんじゃない？」 
 
    「１０日間！」 
 
    　確かに１０日間くらいなら頑張れそうだ。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　花音に言われて下のフロアにあった広い本屋さんに来た。参考書・問題集コーナーで花音は迷わず１冊を手に取った。どうして初めてきた本屋で、問題集コーナーに迷わず来れて、本棚から１冊を選べるんだ！　それでも、言われるがままに問題集を受け取った。確かに薄い。全部で２０～３０ページくらいしかない問題集。それは「国語」と書かれていた。 
 
    「３年間の総復習が１０日間でできるのだから便利でしょう？」 
 
    　確かに。これなら一気にやれば数日で終えられるかもしれない。しかも、家には恭子さんがいる。分からない問題は彼女に聞けばいい。 
 
    「とりあえず、国語と数学Ⅰと物理だけやれば今度の模試には十分だから。気に入ったら他の教科をお盆休み以降でやればいいでしょ？」 
 
    「たしかに！」 
 
    　なんかやれる気になっている。今すぐ帰って問題集を始めたい気になっている。 
 
    「大丈夫みたいね。じゃあ、お礼にこの間のコンビニまで送ってちょうだい」 
 
    　まだそんなに暗くないけど、お礼だもんな。良い問題集を教えてもらった。花音の太鼓判が押された問題集なら、真剣に取り組んで無駄ってことはないはずだ。 
 
    　＊ 
 
    いつかのコンビニの駐車場まで花音を送るために来た。以前、花音にキスされた場所だ。少し思い出してちょっとテレる。今、横を歩いている超絶美少女が俺にキスを……花音の横顔を見ると、唇が気になった。 
 
    「あ、将尚、言い忘れたことが２つあったわ」 
 
    「なに？」 
 
    　花音の唇を見ているのがバレたのかと思って、ちょっとびっくりしてしまった。それにしても、花音が何か言い忘れるなんて珍しい。しかも２つも。 
 
    「１つは模試の件、一応勝負なのだから、私が勝ったら１日デートして頂戴」 
 
    「は⁉」 
 
    　そう言えば、俺がＣ判定取れなかったときの罰ゲームもないし、この勝負そもそも花音にメリットがない！ 
 
    「どこに行くかは私が決めるわ。拒否権はないので覚悟しておくことね」 
 
    　なんか壊滅的にヤバいところに連れて行かれそう。ホテルとかだったらもう終わりだ。 
 
    「あともう一つは？」 
 
    「夏休み前後で、もし何かあった時は、絶対に自暴自棄にならないで。必ず私に電話してきなさい。あと、その時は絶対に電車に乗らないで」 
 
    　なにそれ。模試で負けた時の伏線的なやつをここで張っておいたってこと？　よーし、絶対Ｃ判定だして花音に吠え面かかせてやろうじゃないか。俺だってやればできるという事が、前回の期末テストで分かったんだ。 
 
    「あ、あと、これはついでだけど、首の後ろのところ。今日ずっとタグが出ていたわ」 
 
    「え⁉　嘘⁉」 
 
    　そういうことはもっと早く言ってよ！　俺は首を下げて、後ろの方を向き項うなじのところのタグに指を伸ばす。 
 
    　次の瞬間、首回りが柔らかいものに包まれた。 
 
    　……花音が首に抱き着いていたのだ。やわらかいし、すごくいいにおい。俺は本能的に止まってしまった。 
 
    　やられた！　２度目だ！　しかも同じ場所！　自分のダメさを痛感した。 
 
    　普通なら俺の方が背が高いから、花音がいくら抱き着こうとしても届かない。 
 
    　でも、今は花音に言われるがまま俺はしゃがんでるし、花音が抱き着くのがギリギリまで分からないようにご丁寧に自ら後ろを向いている。花音の有能さが凄まじいのか、俺の気づかないぶりが終わってるのか…… 
 
    「今日は楽しかったわ。次のデートも楽しみにしてるわね」 
 
    　花音が耳元で言ったかと思ったら、すっと離れた。 
 
    「おまっ…」 
 
    「この方法、あと２回くらい使える自信があるわ」 
 
    　そう言いながら、少し微笑んで花音が手を振りつつ家の方に去って行った。 
 
    「俺、ダメすぎだろ……」 
 
    　完全に俺の負けだった。花音さんに俺が勝てるわけがないのだ。 
 
    　しかも、別れ際の頬を赤らめてほほ笑んだ笑顔。俺の心にグッサリ刺さってやがる。 
 
    　でも、良い問題集も教えてもらったし、これを頑張れば２学期中間の勝負もチャラにできるし、何より今度の相手は花音じゃない。 
 
    　これはメリットばっかりじゃないか～⁉ 
 
    　＊＊＊ 
 
    　マンションに戻ったら、玄関の入門一番に恭子さんに抱き着かれた。 
 
    「カツくんから……花音ちゃんのにおいがガッツリする！　しかも、メスの花音ちゃんのにおいが！」 
 
    　恭子さんが驚愕の顔をしていた。しかも、メスとか言ってやるなよ…… 
 
    「ごめんごめん。本当に健郎と明日香に誘われてカラオケに行ったんだよ」 
 
    　あれ？　それがどうして花音と…？　俺自身疑問に感じ始めてきた。 
 
    「きー！　カラオケ行って、お茶飲んで、本屋に行って、家まで送って！　完全にデートじゃない！　しかも、最後抱き合っちゃってー‼　ラブラブじゃない！」 
 
    「ああ！　ホントだ！」 
 
    「花音ちゃんめー！」 
 
    　恭子さんがまたタオルを歯で引っ張って地団駄踏んで悔しがってる。俺は結局、花音とデートしたってことなのか⁉　完全な浮気男じゃないか！　どこでこうなった⁉ 
 
    「恭子さんごめん。あと、恭子さんがお盆休みくらいまでには問題を解決できるだろうって花音が言ってたんだけど、どういう意味かな？」 
 
    「あの子…どこまで分かって……いや、どこまでも・分かってるってこと⁉　ちょっとー！」 
 
    　なんか、恭子さんが驚いてる。俺は何を伝えたんだ⁉　このパターン怖い。俺はメッセンジャーにされてるけど、何を運んでいるのか分からないパターン。 
 
    「むむむむむ、カツくんを唆そそのかして勉強する気にさせてるし！　めちゃくちゃ良いことじゃない！　その役を私がしたかったのにぃ！　きーーーーーっ！！」 
 
    　恭子さんは今日も通常運転だった。 
 
      
 
    §　三人の勉強会と煮込みハンバーグ 
 
    恭子さんと花音と遊園地。恭子さんと温泉旅行。健郎＆明日香とカラオケからの…花音とデート。俺の夏休みは、ほぼ毎日恭子さんと花音のどちらかと過ごしている夏休み。遊んでばかりではダメだと思い、お盆休み直前の模試に挑戦することにした。そのための問題集も手に入れた。これで一人黙々と勉強するつもりだった。勉強に集中するつもりだった。 
 
    　なのに何故だ⁉ 
 
    　今の目の前には、腕組みをした恭子さんと花音が向き合っている。対峙たいじしている。場所は恭子さんのマンション。 
 
    　――― 
 
    　花音とデートしてしまった翌日のこと。俺が午前中に部屋の掃除を手伝って、恭子さんが洗濯をして一通り家事が終わった頃。花音が普通に来た。インターホンを押してやってきた。「のび太野球やろうぜ」くらいの普通のトーンで元カノが、今カノの家にやってきた。昨日うっかりデートしてしまい（？）、浮気男として名を地に落としている俺に会いに来た。そして、普通にドアを開ける恭子さん。何か分からないけど、腕がかゆい。額ひたいの辺りもかゆい。ここが家なのに今すぐ帰りたい。 
 
    [image: ] 
 
    （ガチャ）「お邪魔するわね」 
 
    　薄手のロングスカートにふわっとしたカットソー、胸元に小さなネックレスを付け、大きなカバンを持ってきた花音。ロングの髪の毛は今日もツヤツヤだ。 
 
    「来たわね！　花音ちゃん！　今日も最高に可愛いわね！」 
 
    「最高に可愛い」が蔑称べっしょうのように使われているが、誰が見たって可愛いのだから他に言い様がないのだ。既に恭子さんが悔しそう。 
 
    「恭子もエロカッコイイわね。その恰好は、男子高校生のいる部屋でアリなの？」 
 
    　ちなみに、恭子さんは家の中なので、すごくラフな格好だ。少しふわっとした白いタンクトップにゴリゴリに短いショートパンツ。ブラジャーの肩ひもが時々肩に落ちるのがめちゃくちゃエロい。角度によっては脇の辺りからおっぱいが見えそうでこれがまたエロい。後で押し倒してやろうと思っていたら、花音が来てしまった。 
 
    「お言葉に甘えて勉強しに来たわ」 
 
    　玄関にちゃんと靴を揃える花音。育ちがよろしい。そして、礼儀が正しい。 
 
    「昨日は、カツくんがお世話になったそうね！」 
 
    　恭子さんが玄関先で、花音に立ちはだかった。 
 
    「受験勉強に前向きになったこと？　動機付けは恭子が既にやったみたいだったから、私は手段を教えただけよ」 
 
    　はいはい、とばかりに、勝手知ったる他人の家と言わんばかりに花音が入ってきた。 
 
    「ぐぎぎぎぎぃ～、それもお姉さんの役目だったのに～」 
 
    「『今カノの座』と将尚を自由にしているのだから、哀れな元カノにその役くらい恵んでくれても罰ばちは当たらないのじゃなくて？」 
 
    　なんかわからないけど、一発触発の危機が目の前にある！ 
 
    「それよりも、恭子自身の方はいいの？」 
 
    「むむむぅ～」 
 
    　あ、なんか恭子さんが、花音にやり込められったっぽい。高校生の元カノにどんな弱みを握られているんだこのエロ巨乳お姉さん。 
 
    「あ、そうだ。来るついでに駅で売っていたからお菓子を買ってきたわ」 
 
    　紙袋を恭子さんに渡す。 
 
    「なにこれ⁉　バウム堂のキャラメリゼじゃない！　１日限定１０個のっっ！よく買えたわね⁉」 
 
    　あ、恭子さんの目がハートになってる。なんか部屋でスキップしてる。好きなお菓子だったっぽい。 
 
    「お持たせだけど、後でいただきましょうね。あ、花音ちゃんは紅茶だったわね」 
 
    　人ってこんなに変わるもの⁉ 
 
    　いくらすんのか分からないけど、お菓子を渡しただけで、ここまで状況を変えることってできるもの⁉　こたつのこたつ布団なしのテーブルに座った花音がどや顔でこちらを見た。またそのどや顔が大変整っていて、お綺麗でいらっしゃる。俺は一生花音には勝てないだろう。彼女は強く、気高く、純粋で美しい。 
 
    「さあ、勉強しましょう。問題集を勧めた手前、責任を取って勉強を見てあげるわ」 
 
    　もしかして、こいつ、そのために……普通に考えて今カノと同棲している男に会うために今カノの家に乗り込むとか、普通の女子高校生じゃできないことだろうに。花音の場合、さも当然のように思わせる雰囲気があった。なんだかんだ言って受け入れてしまう恭子さんの包容力にも狭量の俺には理解できないすごさを感じる。 
 
    　俺がなぜこの二人のハイスペック女子に言い寄られているのか、もはや訳が分からない。むしろ、この二人がいれば俺は要らないんじゃないだろうかと思ってしまう。 
 
    「模試まであと１０日よ。この問題集は１０日間分だけで３冊あるのだから、１日３教科やれば終わるわ」 
 
    　確かにその通り。今だから俺にも分かる。今回はプランニングを花音がやってくれたという事だろう。その上、全体のスケジューリングは、今カレンダーを見ながら確認し合った。 
 
    　１日３教科、その日の分をやる。これをやり切れば模試でＣ判定が取れる。 
 
    「目的と具体的な手段」を明示していた。 
 
    「いつ何をやる」は非常に単純だから、前回のように「バーチャート工程表」は書かなくてよかったんだ。進捗が悪い場合は分からない問題があるときだろうから、恭子さんがいて、現役の花音もいる、と。 
 
    　最強の家庭教師二人がいるのだから、遅れさせないってことだろう。あとは俺の頑張り次第ってとこか。 
 
    　ここでやらなきゃ男が廃る！　問題を解いて、分からないところは教えてもらう！　いち早く理解して忘れない！ 
 
    　俺は気合を入れ、集中して勉強に取り掛かった。 
 
    　＊ 
 
    　花音の指示で「７日目」のところからスタートした。これは、前回の中間の範囲と被る部分が多いところらしい。確かに分かる。全然手が出ない訳じゃない。 
 
    　俺は集中して進めていった。どれくらい時間が経ったのか、昼も過ぎてちょっとお腹が空いてきた。 
 
    「カツくん、お昼スパゲティ・ナポリタンだけど、飲み物は何にする？」 
 
    「んー、麦茶で」 
 
    「花音ちゃんも食べて行くでしょ？　飲み物は？」 
 
    「ありがとう、将尚と同じで」 
 
    　恭子さんなんだかんだ言って、花音の分までご飯つくってあげてるし。どんだけ仲が良いんだよ、この二人。 
 
    「はいはいはーい！　テーブルの上どけてー！　自分の分は運んでー！」 
 
    　実にテキパキしてる。 
 
    　恭子さんが作ってくれたナポリタンは、麺が幅広タイプで野菜はナスと玉ねぎが入ってるのかな？　肉は斜めにカットされたソーセージが入っている。粉チーズがかかっていて、大葉の千切りの緑がナポリタンの赤・オレンジ色に映える。 
 
    「「「いただきます！」」」 
 
    　うまー！　ナニコレ⁉　ナポリタンってこんなに麵がモチモチしてるもんだったっけ⁉　しかも味がすごく強く感じらえる。 
 
    　さすがの花音も驚いた表情をしている。 
 
    「美味しい……」 
 
    　花音も、美味しいものを美味しいって言える子だった。 
 
    「なにこれ⁉　めちゃくちゃうまいんだけど！」 
 
    「そりゃあ、よかったわね」 
 
    　なにその天使の笑顔！　恭子さんが天使になってしまった！ 
 
    「恭子、これはどうやったらこんなになるの？」 
 
    　ボキャブラリーが急に死滅した花音の質問。日ごろ優秀なだけに面白かった。 
 
    「え？　普通に作ったわよ？　麺をゆでて、一回氷水で締めて……」 
 
    　え⁉　スパゲティってアルデンテが最高じゃないの⁉　水で締めるとか聞いたことないんだけど。 
 
    「ブイヨンを使ってケチャップは２度に分けて……」 
 
    　え？　ナポリタンってケチャップだけじゃないの⁉ 
 
    「あと、豚肉を使うとコクが出るわね」 
 
    　豚肉も入ってるの⁉ 
 
    「あんまりメジャーじゃないけど、この幅広麺の方がソースがよく絡むし美味しい感じ？　後はねぇ……」 
 
    　めちゃくちゃ色々ノウハウがあった。やっぱ恭子さん料理が好きらしい。そして、すごく上手。さらに、研究熱心。 
 
    　花音が「むぅ……」と言いながら難しい顔をして食べている。あの花音をもやり込める料理スキル。恭子さんすごい。地団太踏むのがデフォルトの人じゃなかった！ 
 
    　* 
 
    　食後、再び勉強をして、３時過ぎくらいには、花音が持ってきてくれたお菓子を三人で食べた。 
 
    　これがまたうまい。この間の旅行の時に思ったけれど、おみやげを買うときってセンスが求められる。花音のこのセンス侮れない。あんなに激おこプンプン丸（完全に死語）だった恭子さんに、ナポリタンや紅茶を出させるまでになるとは…… 
 
    「やっぱり、お前は万能だな」 
 
    「私は有能ではあるけど、万能ではないわ」 
 
    　そのどや顔も、可愛いとか反則なんだよ。本当にすごいチート美少女め。 
 
    　夕方も６時過ぎたらさすがに集中力が切れた。お腹も空いたし。昼ご飯を食べて一切運動していないのに、夕方になったらお腹が空いてるって、俺が食べたナポリタンの分のエネルギーはどこに行ったんだよ⁉　「エネルギー保存の法則」嘘だろ！ 
 
    「花音ちゃん、夕飯食べてく？」 
 
    「いいの？」 
 
    「いいよ～。こないだリクエストがあった『煮込みハンバーグ』作ったけど」 
 
    「食べる！」 
 
    　ああ、花音が餌付けされていく……まあ、それだけ恭子さんの料理は美味しい。それはすごく分かる。 
 
    　いつの間にか買い物に行ったのだろうか？　材料はあったのか？　急に予告なく来た花音の分まで含めて煮込みハンバーグを作ることが可能だったのだろうか⁉ 
 
    「夏なのに『煮込みハンバーグ』だから、ガロニとスープは冷たいのにしてみました♪」 
 
    　黒い鉄の小さいフライパンみたいなやつに煮込みハンバーグが入ってて、ソースに浸っていた。木皿の上に乗っていて、持ち運べるようになっていた。　それぞれ、自分の分のご飯とおかずとスープをテーブルに運ぶ。 
 
    「この黒い小さいフライパンみたいなやつってあったっけ？」 
 
    「スキレットのこと？　百均行ったらあったから買ってきちゃった♪」 
 
    　やっぱりいつの間にか、買い物に行ってたんだ。大丈夫？　カレシと元カノ置いていって……やっぱり恭子さん大物だぜ。 
 
    「スープは分かるけど、ガロニはなに？」 
 
    「ガロニはね……付け合わせのこと。今日はブロッコリーと人参グラッセとミニジャガイモ」 
 
    　付け合わせがガロニ……恭子さんは色々知っている。やっぱり、歳をとると色々知っているんだなぁ。 
 
    「よし、カツくん、今日の夜は戦争しよう！」 
 
    　恭子さんが、ハンバーグ用のナイフとフォークを構えて言った。はっ！　この二人の場合は俺の思考が駄々洩れなんだった。迂闊なことは考えることも許されない！ 
 
    「恭子さん、今日もエロ・カッコイイですね！　とてもセクシーでげす。げへげへげへ」 
 
    　俺は最高の揉み手で媚びを売った。 
 
    「あら、ありがと」 
 
    「ぷっ、あなたたち、いつもそうなの？」 
 
    　花音が口に手を当ててクスクス笑う。 
 
    「失礼ね！　お姉さんたちはいつもラブラブよ」 
 
    　恭子さんの顔が真っ赤だ。可愛い人だなぁ。 
 
    「じゃあ、いただきましょうか！」 
 
    「「「いただきます」」」 
 
    　ちゃんといただきますが言える環境。俺の好きな空間だ。 
 
    　さてさて、恭子さんの煮込みハンバーグ…… 
 
    「あ、うまい！　この間のファミレスのより確実にうまい！！」 
 
    「うーん、まだ研究を始めたばかりだから、私としては７５点ってとこなんだけど……」 
 
    「美味しい……」 
 
    「よかったわね、花音ちゃん」 
 
    　花音はよほど美味しかったのか、かなり真剣な顔をしている。美味しいものを食べる時の顔か？　それ。 
 
    「恭子を嫁にするという選択肢は……（ぽそっ）」 
 
    　なんか、不穏なことを口走っている花音だった。 
 
    「大人特権で、お姉さんはこれー♪」 
 
    　ワインが出てきた。そう言えば、恭子さんの分のご飯がない。 
 
    「ふんふふ～ん、ワインワイン～」 
 
    　なんだこれ。ワインの歌か？　恭子さんが鼻歌交じりでワインのふたを開けた。コルクじゃなくて、スクリューキャップだったので、俺の出る幕はなさそうだ。コココココ、と音をたてながら恭子さんがワイングラスに注ぐ。ワインの瓶を開けて、最初に注ぐ時だけ聞こえるこの出る音が俺は好きだ。大人になったら恭子さんとぜひワインを飲んで、この音を楽しみたい。それにしても、この煮込みハンバーグは美味しい。店が出せるに違いない。 
 
    　そして、約１時間後、俺たちは解決不可能な問題にぶつかってしまうことになる。 
 
    

  

 
  
    
 
    §　花音の入浴と寝床 
 
    食事から約１時間経過した頃、俺と花音はとんでもない事実に気付いてしまった。 
 
    　恭子さんの煮込みハンバーグを楽しんだのは、ほんの３０分くらい前。ちゃんとした食事はちゃんと食べようとゆっくり、しっかり食べたのだ。洗い物はキッチンに置いておけばいいと、言ってくれたので、軽くすすいで流しに置いた。ここで俺が再び勉強に集中してしまった。 
 
    　花音は何をしていたのか知らないけれど、顔が真っ赤だ。何を見ていたのだろう。そんな事は些末なこと、問題はそこじゃない。 
 
    　恭子さんが、いつのまにか寝てる！　眠ってる！ 
 
    　ベッド横に座って、寄りかかるようにして寝ている。右手をまっすぐベッドに載せて、そこに頭が乗るような形だった。 
 
    　パッと見、座っているように見えたので、視界には入っていたもののそれ以上何も考えていなかった。 
 
    　そう言えば、家で飲むと外で飲むよりも早く酔いが回るとか言っていたなぁ。いつの間にか、ワインの瓶が１本空になっている。これは飲み過ぎというやつではないだろうか。 
 
    　さすがにこのまま寝かせると身体がどうにかなると思って、起こしてみたけれど、起きない。しょうがないので抱き上げて、ベッドに寝かせた。夜中に起きて風呂に入ったり、歯磨きしたりするだろう。 
 
    　振り返ってみると、俺は今日の午後はほとんど勉強していたし、花音がいるから恭子さんには質問もしていない。退屈だったかな？　可哀そうなことをした。今夜、目が覚めたら……って、花音がいる！ 
 
    「花音、すまん。うっかりしてた。遅くなったな。送っていくよ」 
 
    「今日はダメよ。昨日の今日で送って行ったら、将尚明日恭子と大変なことになるわよ」 
 
    　昨日の夜、随分酷い目にあったのだから、更に酷いというのは、もう相当ヤバいのでは。 
 
    　かといって、暗くなっているし、花音を一人で帰すこともできない。タクシーか？　いや、そんな金はない。やはり送っていくしか……花音が、こちらを見て人差し指を立てながら提案してきた。指でＬを作ってる感じ。 
 
    「お・と・ま・り」 
 
    　いやいやいや。家主は寝てるし！　元カレの家に泊まるマンガやドラマはあっても、それが今カノの家とか絶対にありえない。常識的に変だろう。 
 
    「ダメって顔ね。じゃあ、可愛い私は暗い夜道で大きなワゴンに攫さらわれて山の中に連れていかれて、知らない男たちに代わる代わる……」 
 
    　いやいやいやいや！　それはいかん！　そんなことがあったら俺は償つぐないきれない。そうは言っても、相変わらず恭子さんは起きない。ちょっと揺さぶったくらいでは起きないのだ。 
 
    　うーん……しょうがない。それにしたって、着替えとか下着とか色々必要だろう。いくら女性同士でも、恭子さんの下着を借りるとか、さすがにできないし。 
 
    「たまたま、今日はバッグに替えの下着を持っているの」 
 
    　花音が持ってきた大きなバッグを指さした。そんな偶然ってあるか⁉　少なくとも俺は出かける時についでに下着を持って出かけようと持った日はこれまで１日だってないぞ⁉　いつからだ⁉　いつから花音はこれを予想していた⁉ 
 
    「恭子もまさか、今日がNTR（寝取られ）回になるとは思わなかったでしょうね」 
 
    　花音がニヤリと笑いながら言った。NTRって一般で通じる言葉なのか⁉ 
 
    　大体、今カノがスヤスヤ寝ている目の前で元カノに何かする訳がない。俺が花音に手を出す訳がないのだ。 
 
    「じゃあ、私はお風呂に入るから、将尚、ちゃんと覗かないとダメよ？」 
 
    「『覗いたらダメよ』の間違いだろ！」 
 
    　花音がクスクス笑いながら、風呂場に向かう。絶対俺は揶揄われている。 
 
    　それから、１５分もすれば風呂にはお湯が張れた。花音は「行ってくるわね」と言って風呂場に行こうとしていた。 
 
    「ちょっと待て」 
 
    「なにかしら？　将尚。一緒に入りたいのなら、恥ずかしいけどＯＫよ」 
 
    　そんな訳がない。 
 
    「お前、バッグ置いて行ってるぞ。あと、タオルを渡しておくから持って行ってくれ、それと着替えも」 
 
    「ちっ」 
 
    　いま、「ちっ」って言ったな！　露骨に言ったよ！　わざと忘れて行ったな。 
 
    　使ってもよさそうなバスタオルを取り出して、着替えがないというので、俺のＴシャツとジャージの下を花音に渡した。ちなみに、ジャージは下しかない。上はほとんど着ないから学校に置きっぱだった。 
 
    　花音は、バッグから小さなポーチを取り出し、テーブルの上に置いた。なにそれ？　バッグから出てくると、女の子的な理由で聞きにくい。男は知らなくていい秘密が女の子にはあるのだ。 
 
    　とにかく、着替えとバッグを持って洗面所に行ったので、大丈夫だろう。花音が風呂に向かった。俺は、一応テレビを点けて、見ているのだが、一切情報が脳髄に届かない。この部屋は、ワンルームながら、一応洗面所兼脱衣所があり、その先に風呂場がある。ちゃんとドアがあって、そこから中は覗けないし、音もほとんど聞こえてこない。それなのに、脱衣所でバックを置く音や右足から左足に体重移動するときの音だろうか床のギシという音が聞こえてくる。スカートを脱いだ時の音かもしれない。 
 
    　目の前のテレビの音はもっと大きいはずなのに…… 
 
    　いかんいかん。俺は恭子さんの寝顔を見て癒されようと思った。クルリと振り返ると、めちゃくちゃ服が乱れた恭子さんが横たわってる。余計ダメだろ！　恭子さんのシャツを直して、タオルケットを身体にかけ、見えてはいけないものや微妙な物は全て隠した。 
 
    　その頃、ザバーとか、シャーとか、水音が聞こえるようになった。俺のデビルイヤーが地獄耳だ。耳を塞いだり、掌を耳に当てたり外したりを繰り返してとにかく、風呂場からの音を遮断しようと試みた。 
 
    「カクテルパーティー効果」をご存じだろうか。騒がしいパーティーの中でも、特定の誰かの声はよく聞こえるのだそうだ。それは、脳が無意識に情報を取捨選択した結果で、必要な情報だけを拾っているらしい。 
 
    俺に必要な情報は、花音が風呂に入っている音じゃない！　間違ってるぞ！　誰だこの説を唱えた学者は⁉　カクテルさんかよ⁉　もだえ苦しんだ３０分が過ぎた頃、ガチャ、とドアが開けられ、花音が全身から湯気を上げながら出てきた。 
 
    　あわわわわわわわわ。 
 
    　濡髪の花音。濡髪をまとめて後頭部の辺りでお団子にしてある。しかも、全身がほんのり桜色に染まって……めちゃくちゃ色っぽい！　そして可愛い！　　俺が貸したＴシャツは着ているものの、下は生足だ。ジャージは履いていない。ドアの前に立っている花音は、白くてすらっとした脚が艶めかしくて、直視できない。Ｔシャツは大きめなのでワンピースのように着こなしているものの、裾の丈が微妙で下着が見えそうで見えない。実に心が落ち着かない丈の長さ。 
 
    「花音、ズボンは⁉　渡しただろ⁉」 
 
    「ん、履いてみたけど、ウエストがガバガバで一番搾ってもストーンだった。あと暑かった」 
 
    　俺と花音ってそんなにウエストの細さ違うの⁉　じゃあ、別の何かを…… 
 
    「将尚、そこの白いポーチを取って」 
 
    　さっき置いて行ったやつか。 
 
    「ん」 
 
    　俺はポーチを手に取り、花音のところまで持って行こうとした。 
 
    「ちょっと開けてみて。そこに……」 
 
    　なにか欲しいものが入っているのか。それだけ必要ってこと？　俺がポーチのチャックを半分くらい開けたところで…… 
 
    「私の下着が上下入ってるから」 
 
    　なんで開けさせようとした！　そもそも何で置いて行った！！　今、お前はどんな状態なんだよ！　絶対、俺揶揄われてる！ 
 
    　花音が、チャックを半分だけ開けかけた状態のポーチを受け取った。 
 
    「将尚」 
 
    「どうした？」 
 
    　見ないようにしていたが、花音に呼ばれて半分反射的に振り返る。 
 
    「ほら、シャツの下は何も着けてないの」 
 
    　花音は、Ｔシャツの裾を少しだけ持ち上げてみせた。 
 
    「わーーーーっ！　馬鹿！　めくるな！」 
 
    　急いでＵターンしてテレビの前に戻った。俺と付き合っている時は、そんな過激な冗談なんて一度だってやったことなかったのに。 
 
    花音が俺のＴシャツをワンピースのように着こなしている。俺が着ても大きいＴシャツだから、ズボンなしでもまあギリギリセーフなのか⁉　もう寝るだけだし。俺が出来るだけ見ないようにすればいいだけだし。 
 
    「将尚、次どうぞ」 
 
    　花音が濡れタオルで首や髪の辺りを拭きながら言った。腕をあげると裾がいよいよギリギリラインまで持ち上がる。もう気になってしょうがない。 
 
    「あぁ……」 
 
    　何もしていないはずが、ものすごく疲れた。 
 
    「将尚？」 
 
    「なに？」 
 
    　洗面所に入ろうとした俺を花音が呼び止めた。 
 
    「だし出てるから、飲んでもいいわよ？」 
 
    「飲むか！」 
 
    　あぁ、もう意識して湯船に入れないかも⁉　洗面所に行くと、花音のにおいがするし！　そして、俺はここでこれから服を脱ごうとしている。なんか、めちゃくちゃ悪いことをしているような気がしてきた。 
 
    　＊＊＊ 
 
    　なんとか風呂を出てきたのだが、問題はまだあった。「寝る場所が無い問題」だ。ベッドは、恭子さんが寝てる。これは確定。俺が床でいいけれど、それだと花音の寝る場所がない。俺と同じく床ってわけにはいかないし。床はベッド以外の場所にギリギリ布団一床引ける程度の広さしかない。そこに二人寝ると、否が応でも密着してしまう。 
 
    　ベッドだと恭子さんと一緒になってしまう。本人の承諾なくベッドで……ってこれはこれでちょっと抵抗ある感じ。俺が玄関で寝るのはどうかな？　一応、収納に使ってない折りたたみのマットレスみたいなやつがあったから、それを室内に敷いて花音に寝てもらって、俺は玄関付近の壁に寄りかかって寝るか？ 
 
    「将尚、私は一緒でも気にしないわよ？」 
 
    　なんにも言ってないのに、許可されてしまっても……第一、俺が気にするし。 
 
    「今日……私は初めてを散らすのね」 
 
    　花音が、両頬に手を当てて恥じらっている（？） 
 
    　やめろ。なにも散らさないでくれ。花音が真横で寝てたら俺は絶対寝られない。消去法で、花音には恭子さんのベッドで彼女の横に寝てもらおう。 
 
    「ちょっと狭いけど、恭子さんとベッドに寝てくれ」 
 
    「いいの？　チャンスよ？　眠った振りして抱きつけば、何をしたって合法なのに」 
 
    　いつから日本はそんなアナーキーな法律を導入したんだ。俺が外に出ることも考えたけど、それだと花音が責任を感じてしまうだろうし。花音と横並びで寝たら、それこそ恭子さんの嫉妬が爆発してしまう。 
 
    　恭子さんをベッドの奥に押しやって……枕は新しいタオルを丸めれば代用できるだろう。タオルケットはもう一枚あるからそれを花音に渡して、俺はなくていいや。とにかく花音がベッドで寝られるようにした。 
 
    「なんだか落ち着かないけど……おやすみ。将尚」 
 
    「おやすみ」 
 
    「……おやすみを言うのって、なんかエロいわね」 
 
    「……」 
 
    　もう、黙って寝てくれ。頭痛もしてきたし。 
 
    　暫く静かにしてみたが、全然寝られない。寝返りの音も聞こえるし、花音も起きてるっぽい。 
 
    「ひっ」 
 
    　突然花音が小さな悲鳴をあげた。「なに？」と思って上半身だけ起こして見たら、花音の首に恭子さんの腕が回されていた。そう、恭子さん寝るとき抱き癖があるんだよ。これは諦めてもらうしかない。まあ、大丈夫と判断して俺は横になった。 
 
    「ふぁっ」 
 
    　今度はなに⁉　また上半身だけ起き上がって見た。花音が抱き枕のように恭子さんに抱きつかれて脚まで絡められていた。なんかエロい。俺の中で変な妄想が羽ばたきそうだ。強引に大丈夫と判断して、俺は再び横になった。 
 
    「ちょ……恭子…や……そこ触らないで……」 
 
    　なに⁉　なにが行われてるの⁉　今度はとても見れない。俺は寝たふりを決めこんだ。 
 
    「あ……や……」 
 
    　俺は意識が覚醒して全く寝られなかった。なにが行われてんの⁉　 
 
    ベッドの上で⁉ 
 
    　＊＊＊ 
 
    　あーーーーー、また夢だよ。明晰夢めいせきむだよ。見ている自分がこれは夢だと認識できている夢。今度、明晰夢を見たら俺は絶対空を飛んでみたいと思っていた。ところが、ここはどこか白い壁の部屋。やたら広くて２０畳くらいあるだろうか、俺の家のリビングくらいある。しかし、部屋の中にはテレビも無ければソファもない。あるのはベッド１個だけ。棚１つすらない部屋、ひどく殺風景な部屋だった。 
 
    「お前、ここにいつから住んでるんだ？」 
 
    「高校に入学した時からだけど？」 
 
    俺の質問に花音が答えた。ここは花音の部屋らしい。花音は少し未来の花音らしい。今よりも少し大人びて綺麗になっている。今の上があったとは……これが俺の想像力だとしたら、相当なもんだ。夢の中とは言え、ぜひ写真を撮っておきたい。 
 
    「実家は遠いのか？」 
 
    「実家はないわ」 
 
    「え？　どういうこと⁉　両親は⁉」 
 
    「両親もいないわ。一人暮らしよ」 
 
    なんかこれ以上踏み込んだらいけないような話題だった。それにしても、また自分の意志とは関係なく会話が進んでいくタイプの明晰夢だ。例えるなら、俺は魂的な存在になってその場の誰にも見えないのにそこにいて、彼らの会話を聞いている感じ。ただ、勝手に動く存在の中に俺自身も含まれているのだ。 
 
    「それにしたって殺風景な部屋だな。テレビとか置かないのか？　やりすぎた断捨離みたいになってるぞ？」 
 
    「テレビは見ないわ。興味ないもの」 
 
    「それでも、これだけ広いんだし、もうちょっと荷物を置いてもいいだろう」 
 
    「だから、ベッドは置いたわ。床で寝ると身体が痛いもの」 
 
    ベッドだけはちょっと豪華で、良いマットレスが使われているように思えた。あと、枕元の棚みたいなやつ……天蓋てんがいと言ったか、そこだけはちょっとしっかりしていた。 
 
    そして、その天蓋に写真立てが１つだけ置かれていることに気がついた。花音が写真を飾るなんて、どんな写真だろうと何となく興味がわいた。それとなく近づいて、写真立てを手に取ろうとした瞬間…… 
 
    「ダメーーーっ！」 
 
    急な大声にびっくりしたというよりも、花音がこんなに大きな声を出せるんだと、そっちの方が驚いた。さっきまで春のそよ風みたいに涼しげな態度だった花音がダッシュでベッドに駆け寄り、俺から写真立てをぶんどって行った。 
 
    「すまん、大事なものだったか！」 
 
    花音は胸に写真立てを大事そうに抱えてこちらを恨めしそうに見ている。別に取らないんだけど……花音のその様子から猫が「シャーッ」って威嚇している光景が思い浮かぶ。広い部屋なのにベッドしかなくて、唯一大事なものが写真立てってどんな生活なんだよ。 
 
    「私達付き合い始めたんだったわね、じゃあいいわ。写真を見ても。でも、恥ずかしいから私の顔は見ないでね？」 
 
    は⁉　花音と付き合い始めた⁉　あれ？　この写真……俺と花音が映っている写真。俺達が付き合っている時に琴乃が映してくれた１枚だけの写真。二人棒立ちで昔の家族の記念写真みたいなどうしようもない写真。どうなってるんだよ明晰夢！　フロイト先生もびっくりだよ！　花音と付き合ってるって恭子さんはどうした！ 
 
    （がちゃ）「お邪魔するわねー。ギャーっ！　何これ⁉　この部屋何にもないじゃない！　花音ちゃん心に病を持つ子なの⁉」 
 
    入って来るなり大騒ぎの人は間違いなく恭子さん。俺が花音の部屋に行って、その後　恭子さんが普通にその部屋に入って来るってどういう状況なのこれ⁉ 
 
    「ちょっと、この部屋寂しすぎない⁉」 
 
    「別に、困らないけど？」 
 
    　花音が調子を戻してクールに答えた。 
 
    「どうせ住み込みだから、お姉さんが可愛いお部屋にしてあげるわね！」 
 
    何⁉　「住み込み」って何なの⁉ 
 
    「どうせなら、カツくんも一緒に住んだら？　ここなら＊＊＊まで近いわよ。そうじゃないと花音ちゃん即闇落ちじゃない？」 
 
    何？　何なの？　どこに近いの⁉　この部屋！ 
 
    「一緒に住むのは構わないけど、部屋は２つしかないしベッドは１つしかないわよ？」 
 
    「じゃあ今日はどうするの？　三人で一緒に寝る⁉」 
 
    「３Ｐはしないわよ！　私は絶対に恭子と一緒に寝ないわよ！」 
 
    「何言ってるの、花音ちゃん、これから一緒のベッドに寝るじゃない！」 
 
    「だから嫌なのよ！」 
 
    　花音が異常な程に嫌がっている。そうかぁ、一緒に寝るのが嫌だったのは恭子さんの方じゃなくて、花音の方だったか…… 
 
    「将尚！　起きないと！　今すごくいいところなのよ！」 
 
    　なんだよ、花音。俺は起きてるだろ！　いや、明晰夢だから寝ているのか。あれ？　どうなってるんだ⁉ 
 
    　＊＊＊ 
 
    　なんだかんだ言って、時間経過とともに俺は寝落ちしていたらしい。床のマットレスの上に横を向いたまま寝ていた。ふと、花音のにおいがした……気がした。夢なのか、現実なのか、背中にぴったり花音がくっついているような。 
 
    　ただ俺は瞼を開けることも叶わない。ひどく疲れているらしい。次に目が覚めた時は、まだ早朝だった。やっと日が昇り始めたくらい。カーテンの隙間から少しだけ日が差し込んできている。 
 
    　マットレスで寝ていた俺のお腹にはタオルケットがかけられていた。周囲を見渡すと花音は、既に着替えを済ませて座っていた。 
 
    「花音？　おはよう」 
 
    「おはよ」 
 
    　花音の表情は見えない。 
 
    「んー……あれ？　花音ちゃんおはよ。お泊まり？」 
 
    　恭子さんも起きたようだ。目をゴシゴシこすりながら挨拶していた。 
 
    「……」 
 
    「あれ？　怒ってる？」 
 
    「……もう絶対、恭子とは同じベッドに寝ないわ」 
 
    　女性同士とはいえ、狭いベッドで二人というのは気を使ったのだろうか。しかも恭子さんは抱き癖があるから余計に寝にくかったと思う。色々触られていたっぽいし。花音は早朝に「じゃ」と言って帰って行ってしまった。人通りはまだ少ないだろうが街はすでに動き出している。始発も動き始めただろうし、夜中よりは安全だ。花音が一人で帰っても大丈夫だろう。気が抜けたのか、俺はそのまま再び眠りにつくのだった。 
 
    　結論、この家に３人寝るのは無理！（いろいろな意味で） 
 
    

  

 
  
    
 
    §　模試の手ごたえ 
 
    　恭子さんとの約束を守るために模試を受けることにしていた。俺は大学に進学するのだ。そのためには勉強しないといけない。少しでも未来のことを考える俺は自分自身のことがそれほど嫌いではない。 
 
    　一度に色々考えてしまったので、それらの悩みは複雑に絡み合い、俺を追い詰めていっていた。一旦家から離れることで、問題の数が減り、消化できる部分は消化できているのかもしれない。 
 
    　誰の言葉だったか、困難は分割すればいい。分割しても困難な場合は、解決できる程度の問題まで分割し続ける、みたいなのがあった。俺は分割できたのだろうか。 
 
    　今回の模試で花音の志望校にＣ判定を出せれば、２学期中間の花音との勝負を何とかしてくれるというのだ。「花音との仲問題」はペンディング（保留）になっているが、これを俺自身の手で解決へと進めることができる訳だ。とても重要だ。 
 
    　俺にとってはメリットばかり。挑戦しない理由がない。ただし、Ｃ判定だせない時は、花音とデートすることが条件になっている。クラスではクールビューティとして人気の花音とのデートが「ダメな時の条件」に設定されているのは、クラスの男子が聞いたら贅沢過ぎると非難されることだろう。まあ、俺にはそんなことを言うような相手はいない。要らぬ心配だろう。 
 
    　ただ、俺には恭子さんという最愛のカノジョがいる。彼女との関係を良い状態に保ちつつ、俺が抱えた元々の問題を解決する必要があるのだ。 
 
    目下直面していて解決すべきは、俺の抱えた問題のうち「家族仲問題」だ。両親との関係が良くない状態だ。信頼関係が崩れてしまっていると言っていい。これは物理的に解決不可能だとさえ思っている。自分の親が実の両親ではなかったのだから。これは、さすがの花音でも解決できない。いくら花音でも時間を巻き戻したりは出来ないのだから。 
 
    　その花音は、ちょくちょく恭子さんの家に来て勉強を見てくれる。それはそれでありがたいことだが、元カノと俺に対して場所を提供してくれている恭子さんの心の広さにも感謝している。花音に紹介してもらった問題集を使って、教科限定で勉強して模試に臨む。模試まで時間があまりなかったので、恭子さんと花音が代わる代わる先生になってくれて俺の分からないところを教えてくれていた。俺は、覚えた問題を繰り返し解いて理解を深める方法で勉強を進めていった。 
 
      
 
    　＊＊＊　模試当日 
 
    　８月１０日、俺は模試を初めて受けた。今まで進学にあまり興味がなかったというか、考えていなかったので、模試は学校の授業の一環として行われるものしか受けたことがなかった。結果など覚えていないし、結果の紙も残っていない。 
 
    　今回の模試は普通に予備校に行って１日テストを受けて帰ってくるだけ。花音も同じ会場だったらしい。「予備校」に行ったのも初めてだったし、「学校」とついているところに私服で行っていいのもなんだか新鮮だった。 
 
    　昼は、恭子さんが作ってくれた弁当を持って行った。昼休みは教室が解放されていて、そこで食べていいようになっていたので、机を挟んで向かい合って花音と一緒に食べた。予備校では周囲が全員知らない人だったので心細かったから、花音が唯一の味方の様に感じた。 
 
    　夕方、すべてのテストが終わり、予備校の建物を出た。出口では、予備校の案内のチラシと同時に模範解答が配られていた。それをもらってカバンに入れた。「お疲れ様。帰る前にちょっといい？」って顔をして花音が目の前に立った。ついに言葉を発しなくても俺に意思を伝えてきた。花音の意思伝達力が上がったのか、俺の把握力が上がったのか……俺も「いいけど？」というつもりの視線を返してみた。 
 
    　俺と花音とはそれぞれ降りる駅が違うので、予備校の最寄り駅でお茶を飲むことにした。移動中何もしゃべらない。その様子は、花音と付き合っていた頃のアレを思い出させる。何か喋った方がいいのだろうか。俺に気の利いたことが言えればいいのだが。花音は嫌な気がしていないだろうか。 
 
    　そんなことを考えながら、駅に向かっていると、ととっ、と花音が少しだけ速足で一歩前に出てこちらを見た。急にスピードを上げたのでつい見たら、花音はニコリと笑っていた。 
 
    　そして、その後何事もなかったかのようにまた俺の横を歩き始めた。あの頃とは何かが違っている。それだけは分かった。 
 
    「今回は３教科だけやったのだけれど、問題は全部取っておいた方がいいわ」 
 
    　駅内にある安いカフェで花音が言った。この後、コーヒーの入った紙コップを口に当て小さく一口コーヒーを飲んだ。終わった模試の問題なんて全く意識してなかった。帰ったら捨てようと思っていたくらいだ。 
 
    「言ってみれば、受験本番の予想問題だから模範解答を見て、解けるようになっていた方がいいわね」 
 
    　なるほど。それは受験生にとって普通のことなのだろうか。「花音賢い」と思ってしまったのだが。そう言えば、模範解答ももらったので、併せて取っておこうか。 
 
    「今回の結果はいつごろ出るんだ？」 
 
    「手元に届くまで１か月くらいかかるわね」 
 
    　遅いな。９月中頃結果が出るとして、中間テストは９月後半か１０月頭だったはず。どちらにしても中間のための勉強はしないといけないらしい。 
 
    「お盆休みは家に帰るの？」 
 
    　花音が視線はテーブルの上のまま訊ねた。もしかしたら、俺が何と答えるとしても、既に答えを知っているのではないかと思ってしまった。 
 
    「いや、今んとこ予定はない」 
 
    「恭子はなにか言ってない？」 
 
    「んー、今んとこなにも」 
 
    「そう……」 
 
    　花音が店の外に視線を外した。別に何かが外にある訳じゃない。安いカフェはガラス張りで座ったときの目線の高さだけ目隠しのシールが張ってある。ガラスの向こうは駅内を歩く人の脚だけが見える状態。花音は、外が見たいのではなく、恐らく恭子さんになにか言いたいことがあったのだろう。残念ながらその内容までは俺には思い当たらない。 
 
    「ところで、模試の手応えはどうだったの？」 
 
    　まあいいわ、と言わんばかりに、花音の視線が戻ってきた。今度はちゃんと俺に話題が振られたようだ。 
 
    「そうそう！　今回やった教科は手応えを感じた！　特に数学！　大問４問のうち２問は見たことがあった」 
 
    「そう……じゃあ、大学に行くなら、残りの教科の分もやってみたら？　夏休みはもう少しあるから、勉強みてあげられるけど」 
 
    「ホントか！」 
 
    　花音に教えてもらえるなら鬼に金棒だ。恭子さんも丁寧に教えてくれるけど、彼女が高校生だったのはもう１０年前。問題によっては調べてから答えてくれるので、申し訳ないと思う時もある。ちなみに、花音は常に即答。今カノの家に元カノを呼んで一緒に勉強ってのはとても気まずいけれど、どの塾に行くよりためになってるのは事実だ。 
 
    「お願いしていいか」 
 
    「ええ」 
 
    　コーヒーの紙コップに視線を移した花音が続けて言った。 
 
    「夏休みの終わりには、その分お礼を期待しようかしら」 
 
    　そりゃ、色々大変だろうしお礼くらいするさ。むしろ無償だと申し訳ない。 
 
    「なにがいい？　少しならまだ手持ちもあるし」 
 
    「そうね、他愛の無い物だけど、期間限定でどうしてもほしいものがあるの」 
 
    　期間限定か。それは価値がありそうだ。それが何か聞いて買ってくればいいんだな。徹夜で並んだりするのだろうか。お礼のためならそれくらいはやろう。 
 
    「比較的寿命が短いものだから、一緒に買いに行って、すぐに受取りたいの」 
 
    「なるほど。分かった。因みにいくらぐらいのもの？」 
 
    「欲しいものは２つあって、２つ合わせて１０００円くらいよ」 
 
    　全然安いな。金額よりも期間限定ってとこに価値があるものということか。 
 
    「８月２１日の夕方から夜にかけて買いに行くから、時間を空けておいて」 
 
    「分かった」 
 
    　ホントに夏休み終わりギリギリで販売されるんだな、その期間限定商品。８月２１日は予定表に入れておかないとな。すぐさまスマホのスケジュール帳に記入していく。花音が勉強を見てくれるなら、成績は伸びやすいに違いない。休み中頑張るか。 
 
    　駅に着いて電車に乗った。同じ方向だから数駅は一緒。ホームに着くと花音に促されて奥の方に進んだ。彼女のことだ、もしかしたら、空いている位置などあるのかもしれない。電車がホームに着いたら、意外と混んでいた。花音の読みもたまには外れるみたいだ。電車に乗り込むと、花音は出入り口の窓際、俺はその真向かいで立つことになった。夕方のラッシュが始まった頃で俺は混雑する電車内から背中への圧力を感じていた。 
 
    　この圧力をそのまま花音に伝えたら、目の前の花音は圧死してしまうだろう。俺はドアに両肘を立てて後ろからの混雑による圧力から花音を守っていた。図らずも壁ドン状態で俺の目の前に花音がいる。そして、完全に動けない。それどころか、少し力を抜いたら花音が圧死する。少し上目遣いの花音の視線は俺にお礼を伝えていた。大丈夫だ。言わなくても伝わってるから。 
 
    　俺と花音の身体が密着している。おもむろに花音が俺の背中に手を回す。それだとカップルが抱き合っているような状態になってしまうじゃないか。俺はドアに両肘をついたまま頭もドアに付ける状態まで押されていた。花音は少しうつむいているので表情は見えない。ただ、その両手は俺の腰のあたりに回されている。 
 
    　どういう状況⁉ 
 
    　数駅この状態が続き、花音の家の最寄り駅に着いた。ホームに降りた花音は少しはにかんだような表情だった。多分、「ありがと」と伝えていたと思う。降りた位置はすぐ階段の前だったので花音の姿はすぐに見えなくなった。こういう場所って毎日乗る人は都合のいい場所をよく知っていて混みやすいんだよな。花音はわざわざ混む場所を選んだってことは……それは考え過ぎだろう。 
 
    　＊ 
 
    　家に帰ると、いつもの様に恭子さんが首に抱き着いてきた。 
 
    「なに？　色んな人のにおいと花音ちゃんのにおい。どこで何してきたの⁉」 
 
    　なんだかいけないことをしてきた人を見るような目で見られてしまったので、満員電車のことを伝えた。恭子さんはとりあえず納得してくれたみたいだった。 
 
    　ただ、夜はすごく盛り上がった。俺はもう少し色々しっかりしないと花音には騙され続けているし、恭子さんにやきもちを妬かせ続けている。この夏休みが終わるまでにはもう少ししっかりした男になりたいと思うのだった。 
 
    

  

 
  
    
 
    あとがき 
 
    　猫カレーฅ ^•ω•^ ฅです。 
 
      
 
    　まずは、１巻ではAmazonランキング１位獲得ありがとうございました！　購入してくださったあなたのお陰です！　WEB版の連載当時からの読者様、現在連載中の作品の読者様、ホントに多くの方に買っていただき、ランキング１位を獲得できてなんとか格好がついた形でほっと胸をなでおろしています。Kindle出版をして１冊も売れなかったら、とても恥ずかしい黒歴史となるところでした。重ねてありがとうございます。 
 
    　また、２巻も手に取っていただきありがとうございます。当初この「人間不信の俺がエロいお姉さんと付き合い始めたら元カノがめちゃくちゃやきもち妬き始めた」は２巻で完結の物語でした。初めてのkindle本化だったので、気合を入れて１巻を完成させ、２巻を再編集している時に気付いたのです。 
 
      
 
    ―――このままでは、２巻のページ数が本２冊分になってしまう。 
 
      
 
    Kindleは電子書籍なので何ページでも問題は無いのですが、同時発売でペーパーバック版も出したかったのです。これは作者として紙の本に対する憧れがあったからに他なりません。Kindle版とペーパーバックで違う内容にはできません。では、そんな辞書みたいな厚さのラノベを持ちたいだろうか。そう考えた時、３巻まで発行することを決めました。 
 
    　元々当作品は、WEB小説だったのですが、kindle化するにあたり加筆修正しました。WEB版を読んでくださった方が、わざわざ買ってくださるのだから、それだけの価値を持たせたいと考えました。さらに、文章力、表現力、それらは私自身WEB版を書いた頃より進化しているだろうし（希望）、読み返すと直したいところが無限に出てきました。それらを直しつつ、各登場人物が伝えきれなかったことを少しでも文章として切り出すようにしました。結果、ボリュームが大幅に増えてしまったのです。 
 
    　２巻は将尚と恭子さんと花音の３人が少しずつ変わっていく巻だったのではないでしょうか。「２巻は○○の巻」とズバリ言えた方が家族やお友達にこの本を説明がしやすいかもしれません。 
 
    そう言った意味では、２巻は表面上、何の事件も起きません。３つの問題は１つも解決宣言されていませんし。各登場人物は、自分に足りない物を探し、相手に足りない物を与える。それを模索した巻だったと思います。でも実は、あの三人は協力して答えを出そうとしていた訳ですので、「花音との仲問題」が解決していたのかもしれません。ただ、それにはまだあの三人の誰も気づいていないようです。それは３巻で答えが出るのでしょうか。ご期待ください。 
 
    さて、今回から挿絵を入れるようにしました。私としては、挿絵は不要だと考えていたのです。登場人物の見た目は読者様で想像したものが正で、挿絵はイラストレーターさんのもの。そこに読者様のイメージが引きずられるのも違うかな、と考えていたのです。それでも、表紙は必要で、そこには登場人物が描かれていた方が、作品がイメージしやすい。表紙を書いてもらった時に、良いなと思ってしまったのです。だから、２巻では表紙だけではなく、挿絵も書いていただきました。いかがだったでしょうか？　ぜひ、感想をお聞かせください。巻末には連絡先を記しています。 
 
    それでは、３巻でもお会いできることを祈っています。 
 
    

  

 
  
    
 
    著者 
 
    猫カレーฅ ^•ω•^ ฅ 
 
    

  

 
  
    
 
    猫カレーฅ ^•ω•^ ฅ作品 
 
    人間不信の俺がエロいお姉さんと付き合い始めたら元カノがめちゃくちゃやきもち妬き始めた（２巻）： 
 
    [image: ダイアグラム  自動的に生成された説明][image: QR コード  自動的に生成された説明] 
 
    

  

 
  
    
 
    小路谷さんと高野倉くん（１巻）: ―一緒にDVDを見る程度の関係の元同級生（多分非処女）に連れられてボッチで 劣等感丸出しの俺が呼ばれていない 同窓会に出席したら当時と価値観が 違ってモテまくった話―: https://amzn.to/3XltNFn 　２０２２年１２月１０日発売！ 
 
    [image: ダイアグラム, 概略図  自動的に生成された説明][image: QR コード  自動的に生成された説明] 
 
    

  

 
  
    
 
    クラスの白ギャルがニマニマしながら俺に彼女を紹介してくる 
 
    https://amzn.to/3EbWQSY 
 
    [image: テキスト  自動的に生成された説明][image: QR コード  自動的に生成された説明]

  

 
  
    
 
    ファンレター、作品の感想をお待ちしてます。catcurry555@gmail.com 
 
    [image: QR コード  自動的に生成された説明] 
 
    ツイッターやってます。@powerstonezero 
 
    [image: QR コード  自動的に生成された説明] 
 
    公式サイトはこちらhttps://sugowaza.xyz/catcurry/ 
 
    [image: QR コード  自動的に生成された説明]
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    電子版発行:２０２２年１０月２９日 
 
    リビジョン：２０２２年１１月２４日 
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